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日本史探究・世界史探究
山川出版社の



受験対策への課題
P.7

日本史探究・世界史探究
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先生 方の課題解決をサポートします！

山川出版社では、先生方の課題を

次の3つに分類し、解決に向けた

教材、サービスを提供しています。

「日本史探究」「世界史探究」の標準単位数
は、それまでの４単位から３単位に減少しまし
た。生徒の受験対策は主要3教科がより重視
され、歴史の学習にあてる時間は限定されが
ちです。授業、自学習ともに限られた時間で、
効率よく大学入試に対応する力をつけるには
どうすればよいか？ 山川出版社は豊富なライ
ンアップでお応えしています。

限られた時間で
効率よく入試の準備を

するには？



授業づくりの課題 業務効率化の課題
P.9 P.11
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先生 方の課題解決をサポートします！

「日本史探究」「世界史探究」では、資料の読
みとりをはじめ、問いに対する主体的な思考
や表現が求められています。授業ごとに目標
を立て、その授業展開に向けて、教材の準備
をすることが必要となります。生徒それぞれ
の理解度を高めて学習到達度を達成するた
めの多彩な引き出しを、山川出版社はご提
供しています。

授業の準備、定期テストの作問、成績評価、
入試対策など、先生方の業務は多岐にわた
ります。少しでも先生方のご負担を軽くで
きればという思いのもと、山川出版社では、

「教科書」「教師用指導書」「デジタルコンテ
ンツ集」など、様々な場面に応じた教材をご
用意しています。

業務を効率的に
できないかな？

探究的な学びを
どう授業に組み込む？
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史
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日探081-901

詳説日本史　改訂版 高校日本史　改訂版

新世界史　改訂版高校世界史　改訂版詳説世界史　改訂版

日探081-902

世探081-901 世探081-902 世探081-903

詳細は P.12 へ 詳細は P.16 へ
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教材ラインアップ
先生方の課題解決を支援するため、山川出版社は多種多様な教材を用意しています。
ぜひ、教科書と組み合わせてご活用ください。

日本史探究　教科書

詳細で論理的な記述と
豊富な史資料

読みやすく
楽しく学べる教科書

世界史探究　教科書

詳細な記述で
世界史を体系的に学ぶ

考える歴史の時代に向けた
新しい教科書

わかりやすい記述で
基本をおさえ、資料で深める

詳細は P.20 へ 詳細は P.28 へ詳細は P.24 へ



コンテンツの一覧は P.38 へ

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の「本文テキスト」、
「授業用スライド」などの指導支援コンテンツを収録　【指導書扱い】世界史探究

定期テスト問題
（知識・技能、思考・判断・表現 対応）

指導書紙面

教科書掲載問い・解答例一覧

教科書掲載図表
（カラー・モノクロ あり）

授業用スライド
（「準拠ノート対応スライド」もあり）

教科書掲載地図
（カラー・モノクロ あり）
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『詳説日本史』『高校日本史』の「本文テキスト」、「授業用スライド」
などの指導支援コンテンツを収録　【指導書扱い】日本史探究

教科書の補完　 教科書対応の「デジタルコンテンツ集」

指導書紙面

教科書掲載問い・解答例一覧

教科書掲載図表
（カラー・モノクロ あり）

授業用スライド
（「準拠ノート対応スライド」もあり）

教科書掲載地図
（カラー・モノクロ あり）

日本史教科書2冊分／
世界史教科書3冊分の

コンテンツ

そのまま授業に
使える教材

興味をひく
地図・図表

先生の業務の
効率化・標準化

生徒の主体的な思考
資料の読みときを支援

定期テスト問題
（知識・技能、思考・判断・表現 対応）
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※改訂版は編集中のため、画像はサンプルです。



詳説日本史 高校日本史 高校世界史詳説世界史

詳細は上の2 次元コードへ 別冊の「補助教材目録」参照
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先生の業務支援

生徒の学習支援

教科書ポータルサイト

教師用指導書

スマートフォン・
タブレット対応

教科書掲載の問いの
解答例が充実

ポイントを
おさえた復習

テスト作成や
授業準備に

重要事項の
チェックに最適

指導の要点を
解説

学習の
スピードアップ

使用許諾済みの
安心で確かな資料

※改訂版は編集中のため、書影は現行版のものです。

※改訂版は編集中のため、書影は現行版のものです。

効率的な
自学習に

教科書記述の
背景を掘り下げ

きめ細かい
受験対策

個人・法人向け
プランあり

準拠ノート

準拠教材 採用専売品　

教科書の
2 次元コードから
遷移する

学習用のサイト

補助教材

山川＆二宮 ICT ライブラリ

14日間無料
トライアルあり研究編

P.36・37の表も参照 詳細は P.40 へ

地歴・公民・
中学社会の
コンテンツが

定額で使い放題の
Web サービス

授業
実践編
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※世界史探究では『新世界史』　
　のコンテンツも使用可。

受験対策に万全を期す
限られた時間で効率よく学習が進められる、多種多様な選択肢をご用意しています。

Solution of YAMAKAWA Publishing        01

Solution of YAMAKAWA Publishing        02

山川出版社の歴史教科書は、歴史研究の成果に基づき、信頼できる安定した記述を心がけてきました。その姿勢
は教育現場から高い評価をいただいています。『詳説日本史』『詳説世界史』は繰り返し読むことで、大学入試に求
められる歴史の知識を身につけることができます。

デジタルコンテンツ集

『高校日本史』『高校世界史』は、歴史の基本的な流れをわかりやすく記述した教科書で、共通テストにも十分対
応ができる内容です。指導書扱いの「デジタルコンテンツ集」には、同じ科目でより詳しい記述の「詳説」シリー
ズのコンテンツも収録していますので、活用することで知識の充実をはかることもできます。

より知識量が
必要な生徒には

知識量を必要とする一般入試への対策をしたい

推薦入試や共通テストを含む、幅広い生徒のニーズに対応したい

受験には 「詳説」シリーズ の精読がおすすめ

「高校」シリーズ で基礎を固め、 「デジタルコンテンツ集」 で補完

課題解決へのアプローチ ①

繰り返し読めば十分
学力が身につく

＋αで
「詳説」シリーズ

の内容も

定評ある
信頼の教科書

「詳説」「高校」
両方の

コンテンツが
使える！
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詳説日本史

P.12 へ

高校日本史

P.16 へ

高校世界史

P.24 へ

P.35・38 へ

詳説世界史

P.20 へ

情報量を
精選した
基礎的な
内容

共通テストに
十分な内容
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Solution of YAMAKAWA Publishing        03

Solution of YAMAKAWA Publishing        04

教科書ポータルサイト

準拠ノートなど 問題集など史料集など「ナビ」シリーズなど

教科書とあわせて補助教材を活用することで、生徒それぞれにあった受験対策が可能です。教科書の内容を網羅す
る教材から、ピンポイントで弱点を克服する教材まで、豊富なラインアップで生徒の課題に応えます。

「教科書ポータルサイト」では、年表や資料を確認したり、教科書の重要項目などをおさえたりすることができます。
限られた時間でも学習ができるので、忙しい生徒の予習・復習に最適です。

個々の生徒の課題にあった受験対策がしたい

かゆいところに手が届く充実の 補助教材

年表や資料をみる
だけでも楽しい手軽に重要項目を

チェック

忙しい生徒の学習をサポートしたい

「教科書ポータルサイト」で効率のよい学習環境を

教科書の内容を
おさえさせるなら

資料の読みときに
慣れさせるなら

実践的な問題への
対応力を

つけさせるなら

流れや背景を
理解させるなら

P.32 へ

重要項目を
スマートフォン、
タブレットで
チェック
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授業づくりの引き出しを増やす
限られた授業時間数で、探究的な学びを実践するための教材をそろえています。

Solution of YAMAKAWA Publishing        05

Solution of YAMAKAWA Publishing        06

各教科書には、いずれも多様な「問い」が掲載され
ており、時間数や生徒の状況に応じて柔軟に選択し、
使い分けながら授業の構成を組み立てることができ
ます。

詳説日本史 高校日本史 高校世界史 新世界史詳説世界史

『高校日本史』『高校世界史』では、生徒が自ら読んで理解ができるよう、歴史の基本的な流れをわかりやすい文
章で記述しています。「詳説」シリーズの章立てや記述の流れは引きつぎながら、よりわかりやすい表現と精選した
情報量でまとめています。

探究的な学びを効果的に授業に組み込みたい

読解力にばらつきがある生徒たちの理解度を高めたい

多彩な 教科書の問い から状況に応じた選択が可能

わかりやすさを追求した「高校」シリーズ を活用

課題解決へのアプローチ ②

文章が簡潔で
読みやすい

ふりがなが多く
スイスイ読める

一文が短く
論旨を追いやすい

問いかけの
種類が豊富

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
史

新
世
界
史

改
訂
の
ポ
イ
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ト

P.12 へ

高校日本史

P.16 へ

高校世界史

P.24 へ

P.20 へP.16 へ P.24 へ P.28 へ

平易で
簡潔な文章
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ここはノートで
要点だけおさえて

Solution of YAMAKAWA Publishing        07

Solution of YAMAKAWA Publishing        08

「山川＆二宮 ICTライブラリ」には中学社会・高校の地理・歴史・公民に関する約 1 万点の資料を収録しています。
臨場感のある映像や、わかりやすい図版など多様な資料を組み合わせ、オリジナルの授業を構築できます。出所が
明らかで、掲載許諾が確認済みの資料を手軽に使えるため、アレンジの幅が大きく広がります。

「準拠ノート」は、高校現場の先生方の協力のもと、現場の視点から教科書の内容がまとめられた教材です。単な
る用語の暗記にとどまらず、できごとを論理的にとらえる文脈を重視しています。単元によってはノートを中心に授
業を進めるなど、授業進度を調整することもできます。

「教科書どおり」では伝えきれないことがある

「山川＆二宮ICTライブラリ」で授業を自在にアレンジ

出典が明らかで、
信頼できる資料だから

安心して使える

高校世界史
ノート

新世界史
チェック&チャレンジ

詳説世界史
ノート

授業をスピードアップしたい

「準拠ノート」を活用し、授業展開にメリハリを

資料探しが
楽になった

これなら明日の
授業から使える

詳説日本史
ノート

高校日本史
ノート

山川＆二宮 ICT ライブラリ

信頼性のある
資料が
使い放題

P.40 へ

※改訂版は編集中のため、書影は現行版のものです。

別冊の「補助教材目録」参照
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デジタルコンテンツ集

P.35・38 へ

定期テスト問題
（知識・技能、思考・判断・表現 対応）

先生の業務を効率化する
忙しい先生方の業務の負担軽減と、効率化をお手伝いします。

Solution of YAMAKAWA Publishing        09

Solution of YAMAKAWA Publishing        10

「授業用スライド」と「教師用指導書」は、高校現場の先生方の協力のも
と作成されています。「授業用スライド」は、教科書の要点をおさえた構成
で、そのまま授業に使えるだけでなく、編集・アレンジの余地も残していま
す。授業準備に時間がかけられない場合でも、そのまま活用することができ、
均質な授業がおこなえます。

教師用指導書　授業実践編

生徒の進路にも関わる評価は、先生にとって重要な業務のひとつです。「デジタルコンテンツ集」には、教科書の単
元に沿った「定期テスト問題」と、評価の観点・考え方（「年間指導計画表・評価規準例」）が収録されています。
定期考査による評価をサポートします。

授業準備の負担を軽減し、授業の質を標準化するには？

定期テスト作成と評価を効率的にしたい

実用的な 「授業用スライド」 と  「教師用指導書」

「定期テスト問題」と「評価規準例」を収録

課題解決へのアプローチ ③

客観的に
評価できる

明日から
授業ができる
丁寧な
指導支援

教科書に
準拠した
評価ポイント

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
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新
世
界
史

改
訂
の
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イ
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P.36・37の表も参照

授業用スライド
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日探 081-901
B5 変型判（230mm×174mm）398 ページ

詳細で論理的な記述と豊富な史資料

網羅的な内容と論理的な記述網羅的な内容と論理的な記述

探究活動に取り組みやすい図版、史資料を充実探究活動に取り組みやすい図版、史資料を充実

時代の特色をつかむ多様な問いかけ時代の特色をつかむ多様な問いかけ

・時代や分野の情報を網羅的、かつバランスよく記述しました。
・できごとの背景や因果関係が理解しやすくなるよう、論理的に記述しています。歴史の知識の習得はもちろん、
  読解力や思考力を育むことができます。

・歴史を考察・探究するための史資料を数多く掲載しました。写真・図版は見やすいよう、できるだけ大きく表示しています。
・歴史叙述の基礎となる文字資料のほか、当時の様子を推測するための図版・写真や、数値から時代背景を考察できる統計 
  資料などを豊富に取り入れています。

・各章の冒頭には、学習上の視点となる問い、章末には振り返りができるまとめの問いを掲載しています。
・随所に 「Q（問い）」や、史資料に関連する「読みといてみよう」を掲載し、生徒の主体的な思考をうながしています。

定評ある教科書だから、
安心して使える

論理的な記述だから
何度も読むうちに、

因果関係がわかってくる

網羅的で、
バランスのいい記述

特徴       01

特徴       02

特徴       03

詳説日本史 改訂版

「教科書ポータルサイト」を新設しました「教科書ポータルサイト」を新設しました
・教科書の目次などにある 2 次元コードからアクセスできる学習用のサイトです。

詳しくは P.32 へ

荘園に関する記述を見直しました荘園に関する記述を見直しました
・荘園の形成過程や展開（流れ）を理解しやすい記述にしました。

詳しくは P.33 へ
New!
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『詳説日本史 改訂版』 ●図版（写真）363点●地図46点●グラフ・図表147点（グラフ45＋系図18＋図50＋表34）●文字資料87点●2次元コード
23点

［編者］佐藤信（東京大学名誉教授）　高埜利彦（学習院大学名誉教授）　五味文彦（東京大学名誉教授）　鈴木淳（東京大学教授）［著作者］老川慶
喜（立教大学名誉教授）　大津透（東京大学教授）　早乙女雅博（東京大学名誉教授）　坂上康俊（九州大学名誉教授）　桜井英治（東京大学教授）　
設楽博己（東京大学名誉教授）　高橋典幸（東京大学教授）　沼尻晃伸（立教大学教授）　牧原成征（東京大学教授）　三枝暁子（東京大学教授）　三
谷芳幸（筑波大学教授）　村和明（東京大学准教授）　山口輝臣（東京大学教授）　湯川文彦（お茶の水女子大学准教授）　吉田伸之（東京大学名誉教
授）　渡邉宏明（海城中学高等学校教諭）　會田康範（学習院高等科教諭）　太田尾智之（東京都立国立高等学校教諭）　中家健（東京都立小石川中等
教育学校教諭）　野﨑雅秀（東京大学教育学部附属中等教育学校教諭）　株式会社 山川出版社（2026年3月現在）

01
資料に基づいて考察し、仮説を資料に基づいて考察し、仮説を
表現する「歴史資料と〇○の展望」表現する「歴史資料と〇○の展望」

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
史

新
世
界
史

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

Point  

テーマを設定し課題を探究するテーマを設定し課題を探究する
「現代日本の課題の探究」「現代日本の課題の探究」

02
Point  

・「現代日本の課題の探究」では、日本史探究の科目のまとめ
として、テーマを設定して、現代の日本の課題を探究します。

・本教科書では、その例として、日本における災害の歴史を扱
い、災害という課題から、歴史を考える視点を例示しました。

※「教師用指導書 授業実践編」では、取り上げている資料や、問いの解答例について解説しています。

史資料の読みとき学習を史資料の読みとき学習を
うながす「読みといてみよう」うながす「読みといてみよう」
「読みといてみよう」では、史資料をもとに解釈した
り、説明したり、論述したりする学習をうながしま
す。取り組みやすいように、着眼点などのヒントも提
示しています。

03
Point  

・「歴史資料と〇〇の展望」では、諸資料を活用し、
各時代の最初の章（1・5・8・11章）で表現した「時
代を通観する問い」をふまえ、時代の特色につい
て考察し、このあとの学習に向けて時代を展望
し、仮説を表現します。

・時代を展望するため、歴史資料として遺物や文字
資料、絵画、統計などを取り上げました。また、そ
れに基づいて考察し、仮説を表現するきっかけと
なるポイントを示しています。
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1 織豊政権

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、

日本では銀が大増産され、また海上航路でアジア

交易に参入してきたヨーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えら

れた。国際的な交易の活性化や外来の技術・思想にどのように対応す

るかが、為政者たちに問われる時代となった。以後、有力な大名によ

る領
りょう

国
ごく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によって全国が

1つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村

と町を基盤とする新しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中

国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国

際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

などで、朝鮮から

伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

❶という新しい精
せい

錬
れん

技術が

導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の銀

納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対
価として中国産の生

き

糸
いと

などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発

になった。しかし、明は民間の貿易を認めない海
かい

禁
きん

政策を続けていた
ため、その取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人

（後期倭
わ

寇
こう

）が活躍した。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀にな

1537～98

→p.116注❸

→p.117注❺

❶細かくくだいた銀の鉱石
（不純物を含む）を鉛とともに
とかして、銀と鉛の合金をつ
くる。その合金を、灰を敷い
た炉で熱すると、最初に鉛が
とけて灰にしみ込み、灰に吸
収されない銀を取り出すこと
ができる。

世界やアジアの経済・交易が活発になる中、16世紀末には日本列島の権力を 1つに統合
した天

てん

下
か

人
びと

が出現した。そのもとで武士・百姓・町人のあり方も大きく変化し、日本列
島は近世という新しい時代を迎える。国内外のどのような動きによって、どのような時
代に入っていったのだろうか。

近世の幕開け

❷肉の保存・味付けのために
用いられた。コショウ（胡
椒）・チョウジ（丁子）・シナ
モン・ナツメグなど。

第 8 章

豊臣秀吉　尾
お

張
わり

国中村（現在
の名古屋市）に生まれ、織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

に仕え、異例の出世をと
げた。信長の死後、いち早く
政治の主導権を握った。
（高
こう
台
だい
寺
じ
蔵、京都府）

1391　織豊政権

5

10

15

20

るとアフリカへの探検を進め、インド・東南アジアの特産品である香

辛料❷を求めて、15世紀末にはインドへの航路を開拓した。スペイン

はアメリカ大陸から太平洋を横断してフィリピンへ進出した。ローマ

教
きょう

皇
こう

が率いるカトリック教会も海外への布教を積極的に後押しした。

こうしてヨーロッパを中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代
が始まった。

　ポルトガルは1510年にインド西部のゴアを攻略し、翌年にはマラッ

カ（現、マレーシア）も占領し、1540年代になると九州各地に漂着もし

くは来航するようになった。1543（天
てん

文
ぶん

12）年❸、中国人密貿易商人の

有力者王
おう

直
ちょく

の船に乗ったポルトガル人が大
おお

隅
すみ

の種
た ね が

子島
しま

に来航し、鉄
砲をもたらした。島主の種子島時

とき

堯
たか

は家臣に鉄砲の使用法と製造法を

学ばせ、鉄砲製造の技術は和
い ず み

泉の堺
さかい

や近
お う み

江の国
くに

友
とも

など各地に広まった。

戦国大名のあいだに鉄砲は急速に普及し、足
あし

軽
がる

隊の編成など軍隊・戦

術のあり方や城の構造にも変化をもたらした。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、イエズス会の宣

せん

教
きょう

師
し

 

フランシスコ =ザビエルが、やはり中国
人商人の船で鹿児島に来航し、キリスト教を伝えた❹。ザビエルは山

口や豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

（大分市）などで布教し、以後、つぎつぎに宣教師が来日

して❺、多くの信者を獲得した。とくに九州の大名の中には貿易の利

益を得る目的もあってキリスト教に帰依する者（キリシタン大名❻）が
現れ、家臣や領民の改宗・入信を進めたが、それが家臣団の内部対立

や大名相互の戦いのきっかけにもなった。

1528～79

1506？～52

Francisco de Xavier

❻大
おお

友
とも

義
よし

鎮
しげ

（宗
そう

麟
りん

）・大
おお

村
むら

純
すみ

忠
ただ

・有
あり

馬
ま

晴
はる

信
のぶ

らがいる。

❸1542（天文11）年とする説も
ある。

❹イエズス会は、宗教改革に
対抗する、カトリック教会内
の改革派グループで、ザビエ
ルはその創立者の 1人である。
マラッカで布教中に、薩

さつ

摩
ま

か
らポルトガル商人の船に乗っ
てきていたアンジロウ（ヤジ
ロウ）と出会い、日本人が布
教に適すると考えた。

❺ガスパル =ヴィレラ、ルイ
ス =フロイスなど。彼らは布
教のために日本の生活習慣や
文化を熱心に研究した。彼ら
の書簡や報告書・著作は、当
時の日本を知る貴重な史料と
なっている。

鉄砲が急速に普及した
のは、なぜだろうか。

Q 1

キリスト教が急速に広
まったのは、なぜだろうか。

Q 2

3000km0

1582.3～12

1582.2発／1590.7着1582.2発／1590.7着

1611.6

1610.8

1611.3

1618.7 1618.4

16
20
.8

1613.10

1614.1

ポルトガル領
1600年当時 天正遣欧使節の航路（1582～90）

スペイン領 田中勝介の航路（1610～11）

オスマン帝国領

ローマ
1585.3～6
ローマ
1585.3～6

太　平　洋

マドリード

リスボン

モザンビーク

喜望峰

ゴア
1583.11～12

マラッカ

マニラ

マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦

メキシコ

アカプルコ

支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋 き ぼうほう

うら

つきのうら

が

てんしょうけんおう

しょうすけ

はせくらつねなが

0°（赤道）

カリカット

＊年月は西暦

鉄砲伝来

　　詳しく

みてみよう
！２次元

コード
掲載

1600年前後の世界と日
本人の往来　オスマン
帝国が地中海交易を支
配したために、ポルト
ガルやスペインは西方
の海外を目指し、アフ
リカ西部やアメリカ
（新大陸）へ進出した。

種子島銃（長さ99.8cm、種子島時邦蔵、鹿児島県）

1492　桃山文化

5

10

15

20

❺天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』、『日
にっ

葡
ぽ

辞書』などは、日本語をポル
トガル式のローマ字で表記し
ている。

問 1　 ヨーロッパやアジアとの交流は、日本の中世から近世への変化にどのような影響を与えたのだろうか。とく
に大きな影響を与えたものは何だろうか。

問 2　 豊臣秀吉の全国統一の前後で、何がどのように変化したか、様々な面から考えてみよう。また、かわってい
ないことについてもあげてみよう。

問 3　 戦争と平和、政治と経済という観点から、近世の特徴について、中世や近代とも比較して、問いを表現して
みよう。

第 8章のまとめ

ラ・カルタ・たばこなどの文物がもたらされた（南蛮文化）。イエズス

会のヴ
Valignano

ァリニャーノは司祭や修道士の養成をはかり、初等教育学校（セ

ミナリオ）を安
あ

土
づち

と肥
ひ

前
ぜん

有
あり

馬
ま

に、高等教育学校（コレジオ）を豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

に設けた。1582（天
てん

正
しょう

10）年には、やはり布教上の効果を期待して、

キリシタン大名大
おお

村
むら

純
すみ

忠
ただ

・有馬晴
はる

信
のぶ

らにゆかりのある少年らをヨーロ

ッパへ送り、ローマ 教
きょう

皇
こう

に謁
えっ

見
けん

させた（天正遣
けん

欧
おう

使節❹）。さらに金

属製の活
かつ

字
じ

による活版印刷術を導入した。以後、キリスト教の教義書

や文学が翻訳され、日本の古典や日本語辞書❺も出版された（キリシ

タン版）。

　また、文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で西日本の諸大名が連行した朝鮮人陶
とう

工
こう

ら

が陶
とう

磁
じ

器
き

の生産を始め、窯
よう

業
ぎょう

が栄える基盤が形成された。京都 相
しょう

国
こく

寺
じ

の僧だった藤原惺
せい

窩
か

は慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で連行された儒
じゅ

者
しゃ

姜
きょう

沆
こう

とも交流し

て儒
じゅ

学
がく

の理解を深めた。

1539～ 1606

1567? ～ 1612

→ p.166

1561～1619　→ p.165 （カンハン）1567～1618

南蛮屛風

　　詳しく

みてみよう
！

天草版『平家物語』（大英図書館蔵）

『南蛮屛風』　六曲
きょく

一双
そう

。南蛮人との交流を描く南蛮屛風は、「南蛮人渡来図」とも呼
ばれ、約100点が知られている。この屛風では、南蛮船の船長や乗組員が貿易品をも
たらし、彼らを宣教師たちが出迎えている。右下には舶来品を扱う唐

から

物
もの

屋が、右上に
は南蛮寺が描かれている。（右隻、縦154.5㎝、横363.2㎝、神戸市立博物館蔵、兵庫県）

生徒用教材 教師用教材

教科書の知識確認と、問いへの取り組みが効率的に！

章末の「第〇章まとめ」では、その章での学
習をまとめる問いを設けています。とくに、各
時代の最初の章のまとめの問いでは、「時代を
通観する問い」を立てるための指針となるよう
工夫しました。

学習のまとめに最適なまとめの問い

写真・図版を大きく、見やすく掲載しました。
さらに大きく見やすくなった写真・図版

「2次元コード」では、より深い理解に役立つ
動画や、資料の細部を確認するための拡大画
像、紙面掲載部分以外の文字資料などを見ら
れるようにしています。

興味・関心を高め、理解を深める

各章に導入文を設け、その章で学ぶ内容
の概略とともに、その章の学習上の視点と
なる問いかけを示しました。

章を貫く視点の問い

本文の流れを重視し、背景や因果関係が
理解しやすい記述を心がけました。

できごとの因果関係がわかる記述

詳説日本史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予256 + 解答20 ページ

詳説日本史 授業用整理ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予246 + 解答32ページ　・〈採用専売品〉

『詳説日本史』『高校日本史』の2冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

教科書ポータルサイト デジタルコンテンツ集準拠ノート

予習・復習に適した構成 授業を想定した構成
教科書の問いをすべて掲載

『詳説日本史』『高校日本史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

New! New!

本文を読む際の着眼点となるような「Q（問い）」
を設け、考察をうながしています。解答例は、「教
師用指導書 授業実践編」「整理ノート」で扱っ
ています。

本文の要点をおさえる「Q（問い）」

14 15※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。

案
提
ご
の
決
解
題
課

史
本
日
説
詳

史
本
日
校
高

内
案
ご

史
界
世
説
詳

史
界
世
校
高

史
界
世
新

ト
ン
イ
ポ
の
訂
改
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1 織豊政権

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、

日本では銀が大増産され、また海上航路でアジア

交易に参入してきたヨーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えら

れた。国際的な交易の活性化や外来の技術・思想にどのように対応す

るかが、為政者たちに問われる時代となった。以後、有力な大名によ

る領
りょう

国
ごく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によって全国が

1つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村

と町を基盤とする新しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中

国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国

際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

などで、朝鮮から

伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

❶という新しい精
せい

錬
れん

技術が

導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の銀

納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対
価として中国産の生

き

糸
いと

などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発

になった。しかし、明は民間の貿易を認めない海
かい

禁
きん

政策を続けていた
ため、その取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人

（後期倭
わ

寇
こう

）が活躍した。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀にな

1537～98

→p.116注❸

→p.117注❺

❶細かくくだいた銀の鉱石
（不純物を含む）を鉛とともに
とかして、銀と鉛の合金をつ
くる。その合金を、灰を敷い
た炉で熱すると、最初に鉛が
とけて灰にしみ込み、灰に吸
収されない銀を取り出すこと
ができる。

世界やアジアの経済・交易が活発になる中、16世紀末には日本列島の権力を 1つに統合
した天

てん

下
か

人
びと

が出現した。そのもとで武士・百姓・町人のあり方も大きく変化し、日本列
島は近世という新しい時代を迎える。国内外のどのような動きによって、どのような時
代に入っていったのだろうか。

近世の幕開け

❷肉の保存・味付けのために
用いられた。コショウ（胡
椒）・チョウジ（丁子）・シナ
モン・ナツメグなど。

第 8 章

豊臣秀吉　尾
お

張
わり

国中村（現在
の名古屋市）に生まれ、織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

に仕え、異例の出世をと
げた。信長の死後、いち早く
政治の主導権を握った。
（高
こう
台
だい
寺
じ
蔵、京都府）

1391　織豊政権

5

10

15

20

るとアフリカへの探検を進め、インド・東南アジアの特産品である香

辛料❷を求めて、15世紀末にはインドへの航路を開拓した。スペイン

はアメリカ大陸から太平洋を横断してフィリピンへ進出した。ローマ

教
きょう

皇
こう

が率いるカトリック教会も海外への布教を積極的に後押しした。

こうしてヨーロッパを中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代
が始まった。

　ポルトガルは1510年にインド西部のゴアを攻略し、翌年にはマラッ

カ（現、マレーシア）も占領し、1540年代になると九州各地に漂着もし

くは来航するようになった。1543（天
てん

文
ぶん

12）年❸、中国人密貿易商人の

有力者王
おう

直
ちょく

の船に乗ったポルトガル人が大
おお

隅
すみ

の種
た ね が

子島
しま

に来航し、鉄
砲をもたらした。島主の種子島時

とき

堯
たか

は家臣に鉄砲の使用法と製造法を

学ばせ、鉄砲製造の技術は和
い ず み

泉の堺
さかい

や近
お う み

江の国
くに

友
とも

など各地に広まった。

戦国大名のあいだに鉄砲は急速に普及し、足
あし

軽
がる

隊の編成など軍隊・戦

術のあり方や城の構造にも変化をもたらした。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、イエズス会の宣

せん

教
きょう

師
し

 

フランシスコ =ザビエルが、やはり中国
人商人の船で鹿児島に来航し、キリスト教を伝えた❹。ザビエルは山

口や豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

（大分市）などで布教し、以後、つぎつぎに宣教師が来日

して❺、多くの信者を獲得した。とくに九州の大名の中には貿易の利

益を得る目的もあってキリスト教に帰依する者（キリシタン大名❻）が
現れ、家臣や領民の改宗・入信を進めたが、それが家臣団の内部対立

や大名相互の戦いのきっかけにもなった。

1528～79

1506？～52

Francisco de Xavier

❻大
おお

友
とも

義
よし

鎮
しげ

（宗
そう

麟
りん

）・大
おお

村
むら

純
すみ

忠
ただ

・有
あり

馬
ま

晴
はる

信
のぶ

らがいる。

❸1542（天文11）年とする説も
ある。

❹イエズス会は、宗教改革に
対抗する、カトリック教会内
の改革派グループで、ザビエ
ルはその創立者の 1人である。
マラッカで布教中に、薩

さつ

摩
ま

か
らポルトガル商人の船に乗っ
てきていたアンジロウ（ヤジ
ロウ）と出会い、日本人が布
教に適すると考えた。

❺ガスパル =ヴィレラ、ルイ
ス =フロイスなど。彼らは布
教のために日本の生活習慣や
文化を熱心に研究した。彼ら
の書簡や報告書・著作は、当
時の日本を知る貴重な史料と
なっている。

鉄砲が急速に普及した
のは、なぜだろうか。

Q 1

キリスト教が急速に広
まったのは、なぜだろうか。

Q 2

3000km0

1582.3～12

1582.2発／1590.7着1582.2発／1590.7着

1611.6

1610.8

1611.3

1618.7 1618.4

16
20
.8

1613.10

1614.1

ポルトガル領
1600年当時 天正遣欧使節の航路（1582～90）

スペイン領 田中勝介の航路（1610～11）

オスマン帝国領

ローマ
1585.3～6
ローマ
1585.3～6

太　平　洋

マドリード

リスボン

モザンビーク

喜望峰

ゴア
1583.11～12

マラッカ

マニラ

マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦

メキシコ

アカプルコ

支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋 き ぼうほう

うら

つきのうら

が

てんしょうけんおう

しょうすけ

はせくらつねなが

0°（赤道）

カリカット

＊年月は西暦

鉄砲伝来

　　詳しく

みてみよう
！２次元

コード
掲載

1600年前後の世界と日
本人の往来　オスマン
帝国が地中海交易を支
配したために、ポルト
ガルやスペインは西方
の海外を目指し、アフ
リカ西部やアメリカ
（新大陸）へ進出した。

種子島銃（長さ99.8cm、種子島時邦蔵、鹿児島県）

1492　桃山文化

5

10

15

20

❺天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』、『日
にっ

葡
ぽ

辞書』などは、日本語をポル
トガル式のローマ字で表記し
ている。

問 1　 ヨーロッパやアジアとの交流は、日本の中世から近世への変化にどのような影響を与えたのだろうか。とく
に大きな影響を与えたものは何だろうか。

問 2　 豊臣秀吉の全国統一の前後で、何がどのように変化したか、様々な面から考えてみよう。また、かわってい
ないことについてもあげてみよう。

問 3　 戦争と平和、政治と経済という観点から、近世の特徴について、中世や近代とも比較して、問いを表現して
みよう。

第 8章のまとめ

ラ・カルタ・たばこなどの文物がもたらされた（南蛮文化）。イエズス

会のヴ
Valignano

ァリニャーノは司祭や修道士の養成をはかり、初等教育学校（セ

ミナリオ）を安
あ

土
づち

と肥
ひ

前
ぜん

有
あり

馬
ま

に、高等教育学校（コレジオ）を豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

に設けた。1582（天
てん

正
しょう

10）年には、やはり布教上の効果を期待して、

キリシタン大名大
おお

村
むら

純
すみ

忠
ただ

・有馬晴
はる

信
のぶ

らにゆかりのある少年らをヨーロ

ッパへ送り、ローマ 教
きょう

皇
こう

に謁
えっ

見
けん

させた（天正遣
けん

欧
おう

使節❹）。さらに金

属製の活
かつ

字
じ

による活版印刷術を導入した。以後、キリスト教の教義書

や文学が翻訳され、日本の古典や日本語辞書❺も出版された（キリシ

タン版）。

　また、文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で西日本の諸大名が連行した朝鮮人陶
とう

工
こう

ら

が陶
とう

磁
じ

器
き

の生産を始め、窯
よう

業
ぎょう

が栄える基盤が形成された。京都 相
しょう

国
こく

寺
じ

の僧だった藤原惺
せい

窩
か

は慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で連行された儒
じゅ

者
しゃ

姜
きょう

沆
こう

とも交流し

て儒
じゅ

学
がく

の理解を深めた。

1539～ 1606

1567? ～ 1612

→ p.166

1561～1619　→ p.165 （カンハン）1567～1618

南蛮屛風

　　詳しく

みてみよう
！

天草版『平家物語』（大英図書館蔵）

『南蛮屛風』　六曲
きょく

一双
そう

。南蛮人との交流を描く南蛮屛風は、「南蛮人渡来図」とも呼
ばれ、約100点が知られている。この屛風では、南蛮船の船長や乗組員が貿易品をも
たらし、彼らを宣教師たちが出迎えている。右下には舶来品を扱う唐

から

物
もの

屋が、右上に
は南蛮寺が描かれている。（右隻、縦154.5㎝、横363.2㎝、神戸市立博物館蔵、兵庫県）

生徒用教材 教師用教材

教科書の知識確認と、問いへの取り組みが効率的に！

章末の「第〇章まとめ」では、その章での学
習をまとめる問いを設けています。とくに、各
時代の最初の章のまとめの問いでは、「時代を
通観する問い」を立てるための指針となるよう
工夫しました。

学習のまとめに最適なまとめの問い

写真・図版を大きく、見やすく掲載しました。
さらに大きく見やすくなった写真・図版

「2次元コード」では、より深い理解に役立つ
動画や、資料の細部を確認するための拡大画
像、紙面掲載部分以外の文字資料などを見ら
れるようにしています。

興味・関心を高め、理解を深める

各章に導入文を設け、その章で学ぶ内容
の概略とともに、その章の学習上の視点と
なる問いかけを示しました。

章を貫く視点の問い

本文の流れを重視し、背景や因果関係が
理解しやすい記述を心がけました。

できごとの因果関係がわかる記述

詳説日本史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予256 + 解答20 ページ

詳説日本史 授業用整理ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予246 + 解答32ページ　・〈採用専売品〉

『詳説日本史』『高校日本史』の2冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

教科書ポータルサイト デジタルコンテンツ集準拠ノート

予習・復習に適した構成 授業を想定した構成
教科書の問いをすべて掲載

『詳説日本史』『高校日本史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

New! New!

本文を読む際の着眼点となるような「Q（問い）」
を設け、考察をうながしています。解答例は、「教
師用指導書 授業実践編」「整理ノート」で扱っ
ています。

本文の要点をおさえる「Q（問い）」

14 15※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。

案
提
ご
の
決
解
題
課

史
本
日
説
詳

史
本
日
校
高

内
案
ご

史
界
世
説
詳

史
界
世
校
高

史
界
世
新

ト
ン
イ
ポ
の
訂
改
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日探 081-902　
B5 判（257mm×182mm）302 ページ

読みやすく、楽しく学べる教科書

要点をおさえた、わかりやすい教科書要点をおさえた、わかりやすい教科書

豊富な史資料と、興味・関心を高める工夫豊富な史資料と、興味・関心を高める工夫
・ 68点の「2次元コード」から史料の現代語訳や拡大画像などを参照できます。
・史資料をもとに解釈・説明・論述するための発展的な「読みとき」を掲載しました。
・生徒の興味を引きだすエピソードを紹介する75点の「Topic」を設けました。
・文化財や列島の多様性など、様々な観点を提供する8点の「特集ページ」を設けました。
・視覚的なイメージをもてる約720点の図版を掲載しました。

生徒の関心を高める
ヒントがたくさんある

文章が読みやすいから
理解できる

史資料が豊富でたすかる

高校日本史 改訂版

特徴       01

特徴       02

・『詳説日本史』の章立てに準拠しながら、ポイントを絞り、簡潔な内容・構成を工夫しました。
・生徒が自ら読んで理解できるよう、歴史の基本的な流れを、わかりやすい文章で記述しました。
・ふりがなを丁寧にふり、注も必要最低限におさえるなど、本文の読みやすさを第一に考えました。

「教科書ポータルサイト」を新設しました「教科書ポータルサイト」を新設しました
・教科書の目次などにある 2 次元コードからアクセスできる学習用のサイトです。

詳しくは P.32 へ

荘園に関する記述を見直しました荘園に関する記述を見直しました
・荘園の形成過程や展開（流れ）を理解しやすい記述にしました。

詳しくは P.33 へ
New!
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『高校日本史 改訂版』 ●図版（写真）519点●地図63点●グラフ・図表144点（グラフ39＋系図14＋図63＋表28）●文字資料74点●2次元コード68
点

［編者］佐藤信（東京大学名誉教授）　高埜利彦（学習院大学名誉教授）　五味文彦（東京大学名誉教授）　鈴木淳（東京大学教授）［著作者］老川慶喜（立
教大学名誉教授）　大津透（東京大学教授）　早乙女雅博（東京大学名誉教授）　坂上康俊（九州大学名誉教授）　桜井英治（東京大学教授）　設楽博
己（東京大学名誉教授）　高橋典幸（東京大学教授）　沼尻晃伸（立教大学教授）　牧原成征（東京大学教授）　三枝暁子（東京大学教授）　三谷芳幸（筑
波大学教授）　村和明（東京大学准教授）　山口輝臣（東京大学教授）　湯川文彦（お茶の水女子大学准教授）　吉田伸之（東京大学名誉教授）　渡邉宏
明（海城中学高等学校教諭）　會田康範（学習院高等科教諭）　大熊俊之（埼玉県立春日部高等学校教諭）　多田万里子（埼玉県立羽生第一高等学校教
諭）　豊田基裕（東京都立文京高等学校教諭）　株式会社 山川出版社（2026 年3月現在）

時代の大きな流れをつかむ導入時代の大きな流れをつかむ導入
各時代のはじまりとなる部扉には、世界史と関連した年表を
掲載し、時代の大きな流れをとらえられるようにしました。ま
た、各時代に関連の深い世界遺産の写真を取り上げ、生徒が
関心をもって授業に入れるよう工夫しています。

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
史

新
世
界
史

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

Point  

豊富な史資料で時代の特色を考察豊富な史資料で時代の特色を考察
02
Point  

「読みとき」による発展的な問い
史資料をもとに、解釈したり、説明したり、 論述した
りする力をつけられるよう、発展的な問いとして「読
みとき」を設けました。解答例は、「教師用指導書
授業実践編」で扱っています。

04
Point  

01

2次元コードで史資料の2次元コードで史資料の
理解を深める理解を深める
史料に付した2次元コードから現代語訳を参照す
ることができます。史料に苦手意識をもつ生徒の理
解を助け、自発的な学習をうながします。

03
Point  

各時代には、様々な史資料から、生徒自身が情報を読み取る
ページを設けています。時代の特色について考察することで、 
その後の学習に見通しをもった授業を展開できます。
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108 第8章  近世の幕開け

10

15

20

近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速にすすめ、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1つの政
せい

権
けん

の

もとに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアで交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。
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石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3分の 1を占めたと
され、ヨーロッパ人は日本
を「プラタレアス（銀）の島」
と呼んだ。石見銀山は戦国
大名の争奪戦の舞台とな
り、やがて江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が 直
ちょっ

轄
かつ

した。（ ▲ p.107）
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❶彼らは中国人が多かったが、倭
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　一方、ヨーロッパの南西の端にあるポルトガ

ルは、15世紀になるとアフリカへの探検をすす

め、東南アジアの香
こう

辛
しん

料
りょう

を求めて、15世紀末にはインドへの

航路を開いた。スペインもアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教
きょう

皇
こう

がひきいるカトリック

教会も海外への布
ふ

教
きょう

をあと押しした。こうして、ヨーロッパ

を中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代が始まった1。

　ポルトガルはインドや東南アジアに拠点を築き、1540年代

になると九州各地にたどりつくようになった。そして1543（天
てん

文
ぶん

12）年❷、中国人商人の船に乗ったポルトガル人が九州南
なん

方
ぽう

の種
たね が

子島
しま

に来航し、鉄砲2をもたらした。鉄砲は堺
さかい

などで製

造が始まり、戦国大名のあいだに急速に広まった。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、カトリック教会の改革派

であるイエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

フランシスコ =  

ザビエルが、インドや東南アジアをへて、中国人商人の船で鹿児島

に来航し、キリスト教を伝えた3。ザビエルのあとも宣教師が来日

して、多くの信者（キリシタン）を獲得した。とくに九州の大名のな

かには貿易の利益を得るためにもキリスト教に入信する者（キリシ

タン大名）があらわれ、家
か

臣
しん

や領民にもキリスト教が広まった。

　中国南部のマカオに進出していたポルトガル商人も中国・日本間

の貿易に乗り出し、やがて長崎へ来港し、中国産生糸と日本の銀な

どの売買を始めた。当時、彼らを南
なん

蛮
ばん

人
じん

❸とよんだので、この貿易

を南蛮貿易という。

　こうしてアジアの経済交流が活発になり、 極
きょく

東
とう

にある日本にも

1506～52

鉄砲の伝来と普及
鉄砲の伝来や生産、普及について
は不明な点が多い。当初、贈答品
や外交の道具として使われた鉄砲
だが、新兵器として認められるや
いなや、戦国大名はその確保につ
とめた。 刀

かたな

鍛
か

冶
じ

の高い技術が生
かされ、伝来から半世紀のうちに
全国に普及し、戦闘や築城の方法
にも影響をおよぼした。ただし、
当時の鉄砲は射程距離も短く、効
果を過大に評価することは早計で
ある。

Topic

❷前年の1542（天文11）年とする
説もある。

❸少し遅れて、スペイン領フィリ
ピンとの間を商船や宣教師が行き
来するようになった。日本ではポ
ルトガル・スペインの人びとを南
蛮人とよんだ。

キリスト教が急速に広まったのは、
なぜだろうか。

Q1

3キリスト教の伝
でん

播
ぱ

　ザビエル
は、鹿児島に来航したのち、上京
したが、天

てん

皇
のう

・将
しょう

軍
ぐん

への謁
えっ

見
けん

を果
たすことはできず、山口に滞在後、
日本を退去した。

ザビエル（神戸市立博物館蔵）

2種子島銃（長さ99.8㎝。鹿児島県、種子島時邦蔵）
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国際的な文化の交流
 

 

宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❾、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）12。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設けた。1582（天
てん

正
しょう

10）年

には、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパ

のローマ教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）14。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

さ

れたり、日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）13。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル式のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読みとい
てみよう。

読
み

 

　
と
き

❾ポルトガル語やスペイン語に
由来する外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

12南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、彼らを過

か

酷
こく

な運命が待ち受けてい
た。しだいに禁

きん

教
きょう

が強まっていき、
伊
い

東
とう

マンショは布
ふ

教
きょう

活動をするが拠
点の小

こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲルは棄
き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マル
チノは国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは
長崎で殉

じゅん

教
きょう

した。

Topic

14伊東マンショの肖像（イタリ
ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近
世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■13天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）

106 周辺地域を学ぶ

5

10

15

20

25

　日本の九州・台
たい

湾
わん

・中
ちゅう

国
ごく

大陸のそれぞれの位置から約500㎞の距離にあ

り、古くから東シナ海の海上交通の要
よう

衝
しょう

となってきた沖縄の歴史を振り返っ

てみよう。

　弥
や よ い

生文化は南
なん

西
せい

諸島にはおよばなかったため、沖縄本島では貝
かい

塚
づか

後期文化

とよばれる食料採
さい

集
しゅう

文化が長く続いたが、12世紀ころから米・麦の農
のう

耕
こう

が

本格的に始まり、グスクが形成されていった。グスクは当初は集落や聖地か

らなっていたが、その指導者である按
あ

司
じ

の成長とともに、しだいに立派な石
いし

垣
がき

のグスク（城）がつくられるようになった。13世紀、モンゴルの動きが東ア

ジアに大きな影響をあたえるなか、沖縄本島では各地の按司がグスクを拠点

に勢力を広げていき、やがて山
さん

北
ほく

・中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

の 3つの勢力（三
さん

山
ざん

）に統合

されていった。

　1372（応
おう

安
あん

5 ）年、中山王が明
みん

に入
にゅう

貢
こう

し、これをきっかけに中国との朝
ちょう

貢
こう

貿易が展開されるようになった。1429（永
えい

享
きょう

元）年、中山王尚
しょう

巴
は

志
し

が三山を

統一し、琉
りゅう

球
きゅう

王国をつくり上げると、琉球王国は明や日本などと交
こう

易
えき

する

とともに、海外貿易をさかんにおこなった。

　琉球船は東アジア諸国間の中
ちゅう

継
けい

貿易に活躍し、南方のジャワ島・スマト

ラ島・インドシナ半島などにまで行動範囲を広げたので、王国の都
みやこ

首
しゅ

里
り

の

外港である那
な

覇
は

は重要な国際港となり、琉球王国は貿易立国として繁
はん

栄
えい

し

た。その最盛期は16世紀前半であり、その後、ポルトガル・スペインが東ア

ジアへ進出すると、琉球王国の中継貿易の役割は小さくなった。

　やがて豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

や薩
さつ

摩
ま

の島
しま

津
づ

氏が服属を求めたため動揺が始まり、1609

（慶
けい

長
ちょう

14）年に薩摩藩に征服され、王国の体制のまま日本に服属することと

なった。

　なお、14～15世紀から1879（明治12）年の琉球処分まで、琉球王国の王城と

して栄えた首里城は、1945（昭和20）年の沖縄戦で破壊され、その後復元され

たが、2019（令和元）年に再度焼損した。

▶ p.11

▶ p.92

▶ p.131

首里城（沖縄県） 琉球の三山分立

琉
球
王
国
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❸
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近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速にすすめ、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1つの政
せい

権
けん

の

もとに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアで交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。

第 8 章

世界文化遺産
石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3分の 1を占めたと
され、ヨーロッパ人は日本
を「プラタレアス（銀）の島」
と呼んだ。石見銀山は戦国
大名の争奪戦の舞台とな
り、やがて江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が 直
ちょっ

轄
かつ

した。（ ▲ p.107）

Topic

❶彼らは中国人が多かったが、倭
わ

寇
こう

とよばれた（後期倭寇▲ p.92）。

11600年前後の世界と日本
人の往

おう

来
らい

　オスマン帝国領
の広がりから、ヨーロッパ諸
国は西へ目をむけた。天

てん

正
しょう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

（ ▲ p.116）は喜
き

望
ぼう

峰
ほう

を
まわり、仙

せん

台
だい

藩主伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

が
派遣した支

はせ

倉
くら

常
つね

長
なが

はメキシコ
から大西洋を横断して、ヨー
ロッパをめざした。
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　一方、ヨーロッパの南西の端にあるポルトガ

ルは、15世紀になるとアフリカへの探検をすす

め、東南アジアの香
こう

辛
しん

料
りょう

を求めて、15世紀末にはインドへの

航路を開いた。スペインもアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教
きょう

皇
こう

がひきいるカトリック

教会も海外への布
ふ

教
きょう

をあと押しした。こうして、ヨーロッパ

を中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代が始まった1。

　ポルトガルはインドや東南アジアに拠点を築き、1540年代

になると九州各地にたどりつくようになった。そして1543（天
てん

文
ぶん

12）年❷、中国人商人の船に乗ったポルトガル人が九州南
なん

方
ぽう

の種
たね が

子島
しま

に来航し、鉄砲2をもたらした。鉄砲は堺
さかい

などで製

造が始まり、戦国大名のあいだに急速に広まった。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、カトリック教会の改革派

であるイエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

フランシスコ =  

ザビエルが、インドや東南アジアをへて、中国人商人の船で鹿児島

に来航し、キリスト教を伝えた3。ザビエルのあとも宣教師が来日

して、多くの信者（キリシタン）を獲得した。とくに九州の大名のな

かには貿易の利益を得るためにもキリスト教に入信する者（キリシ

タン大名）があらわれ、家
か

臣
しん

や領民にもキリスト教が広まった。

　中国南部のマカオに進出していたポルトガル商人も中国・日本間

の貿易に乗り出し、やがて長崎へ来港し、中国産生糸と日本の銀な

どの売買を始めた。当時、彼らを南
なん

蛮
ばん

人
じん

❸とよんだので、この貿易

を南蛮貿易という。

　こうしてアジアの経済交流が活発になり、 極
きょく

東
とう

にある日本にも

1506～52

鉄砲の伝来と普及
鉄砲の伝来や生産、普及について
は不明な点が多い。当初、贈答品
や外交の道具として使われた鉄砲
だが、新兵器として認められるや
いなや、戦国大名はその確保につ
とめた。 刀

かたな

鍛
か

冶
じ

の高い技術が生
かされ、伝来から半世紀のうちに
全国に普及し、戦闘や築城の方法
にも影響をおよぼした。ただし、
当時の鉄砲は射程距離も短く、効
果を過大に評価することは早計で
ある。

Topic

❷前年の1542（天文11）年とする
説もある。

❸少し遅れて、スペイン領フィリ
ピンとの間を商船や宣教師が行き
来するようになった。日本ではポ
ルトガル・スペインの人びとを南
蛮人とよんだ。

キリスト教が急速に広まったのは、
なぜだろうか。

Q1

3キリスト教の伝
でん

播
ぱ

　ザビエル
は、鹿児島に来航したのち、上京
したが、天

てん

皇
のう

・将
しょう

軍
ぐん

への謁
えっ

見
けん

を果
たすことはできず、山口に滞在後、
日本を退去した。

ザビエル（神戸市立博物館蔵）

2種子島銃（長さ99.8㎝。鹿児島県、種子島時邦蔵）
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116 第8章  近世の幕開け
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国際的な文化の交流
 

 

宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❾、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）12。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設けた。1582（天
てん

正
しょう

10）年

には、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパ

のローマ教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）14。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

さ

れたり、日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）13。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル式のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読みとい
てみよう。

読
み

 

　
と
き

❾ポルトガル語やスペイン語に
由来する外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

12南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、彼らを過

か

酷
こく

な運命が待ち受けてい
た。しだいに禁

きん

教
きょう

が強まっていき、
伊
い

東
とう

マンショは布
ふ

教
きょう

活動をするが拠
点の小

こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲルは棄
き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マル
チノは国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは
長崎で殉

じゅん

教
きょう

した。

Topic

14伊東マンショの肖像（イタリ
ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近
世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■13天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）

106 周辺地域を学ぶ

5

10

15

20

25

　日本の九州・台
たい

湾
わん

・中
ちゅう

国
ごく

大陸のそれぞれの位置から約500㎞の距離にあ

り、古くから東シナ海の海上交通の要
よう

衝
しょう

となってきた沖縄の歴史を振り返っ

てみよう。

　弥
や よ い

生文化は南
なん

西
せい

諸島にはおよばなかったため、沖縄本島では貝
かい

塚
づか

後期文化

とよばれる食料採
さい

集
しゅう

文化が長く続いたが、12世紀ころから米・麦の農
のう

耕
こう

が

本格的に始まり、グスクが形成されていった。グスクは当初は集落や聖地か

らなっていたが、その指導者である按
あ

司
じ

の成長とともに、しだいに立派な石
いし

垣
がき

のグスク（城）がつくられるようになった。13世紀、モンゴルの動きが東ア

ジアに大きな影響をあたえるなか、沖縄本島では各地の按司がグスクを拠点

に勢力を広げていき、やがて山
さん

北
ほく

・中
ちゅう

山
ざん

・山
さん

南
なん

の 3つの勢力（三
さん

山
ざん

）に統合

されていった。

　1372（応
おう

安
あん

5 ）年、中山王が明
みん

に入
にゅう

貢
こう

し、これをきっかけに中国との朝
ちょう

貢
こう

貿易が展開されるようになった。1429（永
えい

享
きょう

元）年、中山王尚
しょう

巴
は

志
し

が三山を

統一し、琉
りゅう

球
きゅう

王国をつくり上げると、琉球王国は明や日本などと交
こう

易
えき

する

とともに、海外貿易をさかんにおこなった。

　琉球船は東アジア諸国間の中
ちゅう

継
けい

貿易に活躍し、南方のジャワ島・スマト

ラ島・インドシナ半島などにまで行動範囲を広げたので、王国の都
みやこ

首
しゅ

里
り

の

外港である那
な

覇
は

は重要な国際港となり、琉球王国は貿易立国として繁
はん

栄
えい

し

た。その最盛期は16世紀前半であり、その後、ポルトガル・スペインが東ア

ジアへ進出すると、琉球王国の中継貿易の役割は小さくなった。

　やがて豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

や薩
さつ

摩
ま

の島
しま

津
づ

氏が服属を求めたため動揺が始まり、1609

（慶
けい

長
ちょう

14）年に薩摩藩に征服され、王国の体制のまま日本に服属することと

なった。

　なお、14～15世紀から1879（明治12）年の琉球処分まで、琉球王国の王城と

して栄えた首里城は、1945（昭和20）年の沖縄戦で破壊され、その後復元され

たが、2019（令和元）年に再度焼損した。

▶ p.11

▶ p.92

▶ p.131

首里城（沖縄県） 琉球の三山分立

琉
球
王
国

周辺地域を学ぶ
❸

山北

中山

山南

沖縄島

おもな城跡

347

太

平

洋

浦添グスク

南山グスク
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な き じん

な ご だけ
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〔桃　山〕 〔寛　永〕 〔元  禄〕 〔宝 暦・天 明〕〔化　 　　政〕

部扉 - 年表 2部

朝鮮

・ ・ ・ ・ ・ ・1600 1650 1700 1750 1800 1850

世界遺産：石
いわ

見
み

銀山遺跡とその文化的景観（島根県）　
16世紀に石見銀山で銀が大増産されると、中国へ大量
に流れこみ、東アジアは空前の交易ブームを迎えた。
16世紀末にティセラがつくった「日本図」にも石見銀山
がえがかれている（上）。下は日本銀「御

お

取
とり

納
おさめ

丁
ちょう

銀
ぎん

」（長
さ16㎝）。（ともに島根県立古代出

いず
雲
も
歴史博物館蔵）

Ⅲ第　　　　部

Argenti fodinae（銀鉱山）

Hivami（石見）

生徒用教材 教師用教材

章末の「第〇章まとめ」では、その章での学
習をまとめる問いを設けています。とくに、各
時代の最初の章のまとめの問いでは、「時代を
通観する問い」を立てるための指針となるよう
工夫しました。

学習のまとめに最適なまとめの問い

「Topic」では、生徒の興味を引き出すため、
本文では取り上げなかった人物や事件などの
エピソードを紹介しています（全75点）。

エピソードから興味を引き出す

各章の導入には、時代の転換を探究する
ための方向性を示す問いを掲載しました。

章全体にわたる問い

本文の流れを重視し、背景や因果関係が
理解しやすい記述を心掛けました。

できごとの因果関係がわかる記述

各部の部扉には、世界史の動きと関
連付けながら、時代の大きな流れを
とらえられる年表を掲載しました。

世界史と関連した年表

『詳説日本史』『高校日本史』の2冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

デジタルコンテンツ集

高校日本史基本用語問題集
ツインズ・マスター 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予140 + 解答16ページ

準拠教材

重要用語を効率よく、繰り返し
学べる！

『詳説日本史』『高校日本史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

高校日本史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予164 + 解答16ページ

New!準拠ノート

歴史の流れと基本事項の習得、
問いへの取り組みが効率的に！

『詳説日本史』の章立てに
準拠しています。

教科書ポータルサイト

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

「読みとき」では、史資料をもとに、 解釈したり、
説明したり、論述したりする力をつけられるよう、
発展的な問いを設けました。解答例は、「教師
用指導書 授業実践編」で扱っています。

発展的な問い

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

New!

18 19※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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世探 081-901　
B5 変型判（230mm×174mm）398 ページ

詳細な記述で世界史を体系的に学ぶ

網羅的な内容、論理的・丁寧な記述網羅的な内容、論理的・丁寧な記述

時代の特色をつかむ多様な問いかけ時代の特色をつかむ多様な問いかけ

探究活動に取り組みやすい豊富な図版・史資料、コラム探究活動に取り組みやすい豊富な図版・史資料、コラム

・分野・時代・地域をバランスよく盛り込み、背景や因果関係も丁寧に記述しました。歴史の知識の習得はもちろん、
　読解力や思考力を育むこともできます。
・歴史研究の成果を反映させた上で、 日本史も含めた同時代のつながりにも配慮しました。

・第Ⅰ〜Ⅲ部の冒頭に時代を通観する「第○部を学ぶ前に」を、終わりには「まとめ」を設け、構造的に世界史を理解できるよう 
にしました。

・節や小見出しなど随所に「問い」を設けて、学習目的が明確にわかるようにしました。

・計600点以上の写真・地図・図表のほか、51点の文字資料も掲載しています。
・新設した「教科書ポータルサイト」にアクセスすることで、図版・史資料をより詳しく見ることができるようにしました。
・19章には、現代世界の課題を歴史的に扱うコラム「現代世界への視点」を設けました。

因果関係が
よくわかる

歴史を俯瞰して
理解できるようになったぞ

歴史研究に基づく内容で
安心して教えられる

詳説世界史 改訂版

「教科書ポータルサイト」を新設しました「教科書ポータルサイト」を新設しました
・教科書の目次と各章冒頭にある 2 次元コードからアクセスできる学習用のサイトです。

詳しくは P.32 へ New!
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『詳説世界史 改訂版』 ●図版（写真）503点●地図119点●グラフ・図表61点（グラフ10＋図30＋表21）●文字資料51点
［編者］木村靖二（東京大学名誉教授）　岸本美緒（お茶の水女子大学名誉教授）　小松久男（東京大学名誉教授）　橋場弦（東京大学教授）［著作者］
阿部幸信（中央大学教授）　池田嘉郎（東京大学教授）　勝田俊輔（東京大学教授）　島田竜登（東京大学准教授）　林佳世子（東京外国語大学名誉教
授）　村上衛（京都大学教授）　株式会社 山川出版社［編集協力者］石井栄二（東京都立国立高等学校教諭）　藤本和哉（筑波大学附属高等学校教諭）

（2026年3月現在）

時代の特色をつかむ時代の特色をつかむ
多様な問いかけ多様な問いかけ

網羅的な内容、網羅的な内容、
論理的・丁寧な記述論理的・丁寧な記述

探究活動に取り組みやすい探究活動に取り組みやすい
豊富な図版・史資料、コラム豊富な図版・史資料、コラム

――主体的に考察するために

第Ⅰ～Ⅲ部冒頭の「第〇部を学ぶ前に」では、
史資料の読みときを通じて時代を貫く視点や
概念などを考察する大きな問いを扱います。ま
た、章の冒頭には概観とそのヒントとしての「視
点」を、各節・各小見出しにも本文に関連する

「問い」を設けています。

――新視点の導入、「歴史総合」とのつながり

随所に新しい視点を取り入れて、できごとの歴史的
な位置づけをよりわかりやすくしました。また、でき
ごと同士の歴史的なつながりなど丁寧な記述を心
がけ、「歴史総合」で学んだ内容との接続についても
意識しています。

――史資料の理解を深める工夫

B５変型判の余裕のある紙面に、図版やグラフ、文字資料
などを豊富に掲載しました。また、「教科書ポータルサイ
ト」には、教科書では掲載できなかった図版の全体図や
部分拡大、追加の図版・史料も掲載しています。さらに19
章には、現代世界の課題を歴史的に扱うコラム「現代世
界への視点」を設けて、世界史探究のゴールとなる「地球
世界の課題の探究」につなげられるようにしています。

Point  

Point  

Point  

01

03

02

1651 ．オスマン帝国とサファヴィー朝

5

10

15

サファヴィー朝と
イラン社会

Q▶  サファヴィー朝のもとで、イラン社会はどのように
変化したのだろうか。

　15世紀後半、ティムール朝 の分裂が進むなか、イラン高原北西部やア

ナトリア東部のトルコ系遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

のあいだでは、過激な神秘主義（スーフ

ィズム）を掲げるサファヴィー教団が支持を広げた。教主 イ
Ismail

スマーイー

ル（ 1世）は騎
き

馬
ば

軍団を率いてイラン高原全域に勢力を拡大し、16世紀初

めに、タブリーズを首都としてサ
Safavi

ファヴィー朝 を建てた。サファヴィー

朝の支配者（シャー）は、トルコ系遊牧民の支配層に支えられる一方、在

地のイラン人の官僚も重用し、両者の協力を得て都市と農村を統治した。

　対外的には、サファヴィー朝はアナトリア東部やイラクの支配をめぐ

ってオスマン帝国と争った。しかし、王朝の騎馬軍団が  チャルディラーン

の戦いで鉄
てっ

砲
ぽう

や大
たい

砲
ほう

を駆
く

使
し

したオスマン軍に敗れ、アナトリア東部はオ

スマン帝国に帰
き

属
ぞく

した。またスレイマン 1世 にはイラク地方を奪われた。

　しかし、16世紀後半に即位したア
Abbas I

ッバース 1 世 は、部族単位のトルコ

系騎馬軍団をおぎなうものとして、オスマン帝国にならって奴
ど

隷
れい

軍
ぐん

人
じん

❹ 

からなる王直属の軍団を編制し、オスマン帝国から一時的にイラクを奪

い返すなど、サファヴィー朝の最盛期を現出させた。彼はさらに、イラ

→p.148

在位1501～24

1501～1736

1514

→p.163

在位1587～1629
❹彼らは、おもにコーカサス
出身のグルジア人やアルメニ
ア人であった。

イスファハーンの「王の広場」　サファヴィー朝
のアッバース 1世は、イスファハーンを首都に
定めたとき、この「王の広場」を新市街の中心に
位置づけた。東西150m、南北500mで、閲

えっ

兵
ぺい

や
ポロの競技などに用いられた。後方に建つのが
「王のモスク」で、建物の表面はアラベスクが描
かれたタイルでおおわれている。現在はそれぞ
れ「イマームの広場」「イマームのモスク」と呼ば
れている。イマームとは第 4代カリフのアリー
（→p.86）の血を引くシーア派の指導者の称号。

「イマームのモスク」（正面入
り口）　モスクは、精密なアラ
ベスクが描かれた青を基調と
するタイルでおおわれている。

アッバース 1世

西
ア
ジ
ア
・ 

ア
フ
リ
カ

イマームのモスクP
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18 第 1 章　文明の成立と古代文明の特質
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1
文明の誕生
Q▶  自然環境の変化をきっかけに、人々の生活や社会はどのように変化したの
だろうか。

農耕と牧畜のはじまり Q▶  農耕 ･牧畜は、自然環境のどのような変化か
ら生まれたのだろうか。

　約 1万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温暖化し、自然環境が大きく変化

したため、新
しん

人
じん

 は地域ごとの多様な環境に適応していった。そのなかで

もっとも重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽培と

ヤギ・羊
ひつじ

・牛などの飼育が始まったことであった。これが農耕・牧畜の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を身に

つけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・採集を中

心にした獲得経済から、農耕・牧畜による生産経済に移るという重大な

変革をとげたのである。その結果、人口は飛躍的に増え、文明誕生の基

礎が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集落に住み、織
おり

物
もの

や土器をつくり、ま

た石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま
製
せい
石器を用いた。新石器時代の始まりである。こ

のような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッパ・アフリカの

各大陸に広がった❶。

→p.6

→p.5

P P

❶アメリカ大陸には「新石器
時代」という時代区分は用い
られないが、農耕は古くから
おこなわれていた。

農耕・牧
ぼく

畜
ちく

が始まると、大
たい

河
が

流域を中心にエジプト文明・メソポタミア文明・インダス
文明・中国文明などが栄えた。アメリカ大陸中・南部にも独自の古代文明が生まれた。

文明の成立と古代文明の特質

各地の古代文明はどのような特徴をもっていたのだろうか。また、それらに共通する特質は何だろうか。

第1章

視点

農耕をおこなう男女　牡
お

牛
うし

に犂
すき

を
牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その
後に続いて種をまく女性。前1200
年頃のエジプトの壁

へき

画
が

より。

彩文土器　赤・黒・茶などの
彩色文様をつけた土器。良質
の粘

ねん

土
ど

を用いて器体が薄く、
メソポタミアを中心に東西に
伝
でん

播
ぱ

した。

磨製石器　新石器時代を特徴
づける、砂や砥

と

石
いし

で磨いた石
器。写真は磨製石

せき

斧
ふ

で、マル
タ島出土のもの。

日
本

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

東
ア
ジ
ア

ア
メ
リ
カ

西
ア
ジ
ア
・ 

ア
フ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

第 1章

ポータルサイト
P
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16 第Ⅰ部を学ぶ前に　 

古代文明や諸地域の歴史的特質
とは何だろうか？

お前が畑に灌
かん
漑
がい
をする準備をしなけれ

ばならない時には、運河の土手や畑の
でこぼこを取り除くために調べなけれ
ばならない。お前が畑に水を入れた時、
その水をあまり高くならないようにせ
よ。水が引いて畑が出て来た時には、
畑の澱

よど
んだ地点を調べ、そこは囲いを

せよ。牛に畑を踏まさせよ。雑草を処
理した後で畑の輪

りん
郭
かく
を決め、そこを何

度も 3分の 2マナの重さの薄い鍬
くわ
で均

なら

せ。平たい鍬で牛の蹄
てい
跡
せき
を消し、〔畑

を〕きれいにせよ。
 （歴史学研究会編『世界史史料1』）

ドゥアケティという名のシレ（地名）の男が、ペピという名の息子に与えた教
訓の始まり。その時、彼は、その息子を王都でもっともすぐれた学校に、貴
族の子供たちと一緒に入学させるために、王都に向かって船で南へと行くと
ころだった。そして彼はペピに言った。「私は鞭

むち
で打たれる者を見た。お前は

その心を書物に向けるべきだ。労働者として人が連れ去られるのを見なさい。
書物に勝るものはない。それは水上の船だ。ケミイト（書記教育の教科書）の
終りを読みなさい。そこにはこの言葉がある。曰く、「書記は王宮のどんな地
位にあっても、そこで困

こん
窮
きゅう
することはない」。 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）

を学ぶ前に
第I部

Bシュメール人による農作業の手順（前18世
紀～前17世紀）　古代メソポタミアの農民たち
はどのような負担を負っていたのだろうか。

A農作業をおこなう古代エジプトの農民た
ち（新王国時代の墓の壁

へき

画
が

）　農民たちはど
のような作業をおこなっているだろうか。
また、右端に大きく描かれている人物は何
をしているのだろうか。

Cエジプト・中王国時代の「ド
ゥアケティの教訓」（前19世紀後
半）と書記座像（古王国時代）

A・Bの資料からは、当時の
人々の生活について、どのよう
なことが読み取れるだろうか。

Cはどのような目的で書かれたのだろうか。また、
書記と呼ばれた人々はエジプトでどのような役割
を担
にな
い、ほかの職業と比較してその社会的な地位

はどのようなものであったと推測できるだろうか。

第Ⅰ部では、各地の古代文明や諸地域の歴史・特徴を個別に学んでいく。一方、
それらを別の視点から読み解くと、地域ごとに異なる点や事例をまたいで共通
する点も見出すことができる。その視点は、生

せい
業
ぎょう
、身分・階級、王権、宗教、文

化・思想など様々に考えられるだろう。ここではその一例として古代の西アジ
アに注目し、多様な身分・階級が生まれた背景やその役割、王権と宗教の関係
などについて考えてみよう。
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102 第Ⅰ部まとめ
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まとめ

①  古代国家の支配の仕組みは、それぞれの地域の経済や社会とどのような関わりがあったのだろうか。
いくつか取り上げて、その特徴を考えてみよう。

②  古代国家は、宗教や思想をどのように統治に利用したのだろうか。いくつか取り上げて、その特徴
やのちの時代への影響について考えてみよう。

まとめの問い

第I部

古代の社会と国家
　大

たい

河
が

の治
ち

水
すい

や灌
かん

漑
がい

のために強大な権力が必要とされたオリエントや東アジ
アでは、支配者の権威に多くの人々が服

ふく

従
じゅう

する垂直型の社会が特徴で、中央
集権的な領域国家が早くから育ち、そのなかから古代帝国が現れた。黄

こう

河
が

・
長
ちょう

江
こう

流域に生まれた秦
しん

・漢
かん

帝国も、農業生産と治水を指導する政治権力がつ
くり上げたもので、官僚制による整

せい

然
ぜん

とした国家制度が特徴である。他方、
大河や大平野のないギリシアでは、独立して農業を営む市民たちが都市国家
をつくった。市民たちが対等の立場でものごとを決める政治の伝統は、ギリ
シアからローマに引き継がれた。しかし、征服の拡大とともに都市国家とし
ての性格を変質させたローマ帝国は、地中海世界とその周辺を政治的に統合
し、のちのヨーロッパの母体となった。南アジアでは、カースト制度という
独自の階級制度にもとづいた古代帝国が出現した。

宗教と国家
　宗教の発展は、古代国家の支配体制と深くつながっていた。オリエントに
は多

た

神
しん

教
きょう

が生まれ、最高神の権威を利用した神
しん

権
けん

政治が支配の仕組みを支え
ていた。ギリシアでは、同じく多神教が信仰されながらも、政治を動かす主
人公は神々ではなく、あくまで市民たちであった。ローマは世界帝国になる
と、皇帝を神の一人として崇

すう

拝
はい

させた。パレスチナに誕生した一神教である
ユダヤ教は、のちにキリスト教を生みだし、キリスト教はローマ帝国を支え
る国家宗教に発展した。南アジアでは、バラモン教の世界観がのちのカース
ト制度の原型を形づくり、社会秩序の根本となった。ヒンドゥー教、ジャイ
ナ教、仏教もここから生まれた。仏教は南アジアでは衰

すい

退
たい

し、むしろ東アジ
アや東南アジアにおいて国家権力と結びついて興隆した。しかし、東アジア
の政治的秩序を支えたもっとも重要な思想的背景は、古代中国に生まれた儒

じゅ

教
きょう

である。その礼と徳の思想は、皇帝支配の論理として長く影響力を保ち、
華
か

夷
い

思想にもとづく国際秩序にも根拠を与えた。
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生徒用教材 教師用教材

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

「第〇部を学ぶ前に」では、テーマにそった
図版・文字資料の読みときをとおして、時代
を貫く視点や概念を考察します。
また、生徒がみずから問いを立てられるよう
に構成を工夫しています。

生徒の関心を高める各部のしかけ
各章の冒頭には、概観とそれを理解する
ためのヒントとして「視点」を設けました。

章の概観と「視点」

どこの地域のことを学習し
ているのかがわかりやすい
よう、本文ページに地域
を示すインデックスを新設
しました。

インデックスの新設

章冒頭の２次元コードから新設の
「教科書ポータルサイト」にアク
セスいただけます。「教科書ポー
タルサイト」では、Pマークを付し
た史資料の全体図や部分拡大、
追加の文字資料のほか、「基本用
語」の解説なども掲載しています。

「教科書ポータルサイト」
との連動

とくに重要な史料や、本文の
理解を深めることができる史料
などを掲載しています。
また、読みときのポイントを
「Q（問い）」で示しました。

史料を用いた探究活動

各節・小見出しの冒頭に、内
容や学習の目的を明確にする
ための「問い」を設けました。
解答例は『教師用指導書 授業   
実践編』に掲載しています。

問いの設置

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

教科書の知識確認と、問いへの取り組みが効率的に！

詳説世界史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予264 + 解答24ページ

詳説世界史 授業用整理ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予268 + 解答24ページ　・〈採用専売品〉

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

準拠ノート

予習・復習に適した構成 授業を想定したシンプルな構成

New!

New!

教科書ポータルサイト デジタルコンテンツ集

第Ⅰ～Ⅲ部の終わりには「まとめ」を設けました。
「まとめの問い」とあわせて、世界史の枠組み
やその展開を構造的に理解するための一助として
います。また、「教科書ポータルサイト」には「ま
とめの問い」の解答例や教科書＋αの問いも掲
載しました。

構造的に理解する「まとめ」
New!

New! New!

22 23※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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文明の誕生
Q▶  自然環境の変化をきっかけに、人々の生活や社会はどのように変化したの
だろうか。

農耕と牧畜のはじまり Q▶  農耕 ･牧畜は、自然環境のどのような変化か
ら生まれたのだろうか。

　約 1万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温暖化し、自然環境が大きく変化

したため、新
しん

人
じん

 は地域ごとの多様な環境に適応していった。そのなかで

もっとも重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽培と

ヤギ・羊
ひつじ

・牛などの飼育が始まったことであった。これが農耕・牧畜の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を身に

つけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・採集を中

心にした獲得経済から、農耕・牧畜による生産経済に移るという重大な

変革をとげたのである。その結果、人口は飛躍的に増え、文明誕生の基

礎が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集落に住み、織
おり

物
もの

や土器をつくり、ま

た石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま
製
せい
石器を用いた。新石器時代の始まりである。こ

のような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッパ・アフリカの

各大陸に広がった❶。

→p.6

→p.5

P P

❶アメリカ大陸には「新石器
時代」という時代区分は用い
られないが、農耕は古くから
おこなわれていた。

農耕・牧
ぼく

畜
ちく

が始まると、大
たい

河
が

流域を中心にエジプト文明・メソポタミア文明・インダス
文明・中国文明などが栄えた。アメリカ大陸中・南部にも独自の古代文明が生まれた。

文明の成立と古代文明の特質

各地の古代文明はどのような特徴をもっていたのだろうか。また、それらに共通する特質は何だろうか。

第1章

視点

農耕をおこなう男女　牡
お

牛
うし

に犂
すき

を
牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その
後に続いて種をまく女性。前1200
年頃のエジプトの壁

へき

画
が

より。

彩文土器　赤・黒・茶などの
彩色文様をつけた土器。良質
の粘

ねん

土
ど

を用いて器体が薄く、
メソポタミアを中心に東西に
伝
でん

播
ぱ

した。

磨製石器　新石器時代を特徴
づける、砂や砥

と

石
いし

で磨いた石
器。写真は磨製石

せき

斧
ふ

で、マル
タ島出土のもの。

日
本

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

東
ア
ジ
ア

ア
メ
リ
カ

西
ア
ジ
ア
・ 

ア
フ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

南
ア
ジ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア

第 1章

ポータルサイト
P
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16 第Ⅰ部を学ぶ前に　 

古代文明や諸地域の歴史的特質
とは何だろうか？

お前が畑に灌
かん
漑
がい
をする準備をしなけれ

ばならない時には、運河の土手や畑の
でこぼこを取り除くために調べなけれ
ばならない。お前が畑に水を入れた時、
その水をあまり高くならないようにせ
よ。水が引いて畑が出て来た時には、
畑の澱

よど
んだ地点を調べ、そこは囲いを

せよ。牛に畑を踏まさせよ。雑草を処
理した後で畑の輪

りん
郭
かく
を決め、そこを何

度も 3分の 2マナの重さの薄い鍬
くわ
で均

なら

せ。平たい鍬で牛の蹄
てい
跡
せき
を消し、〔畑

を〕きれいにせよ。
 （歴史学研究会編『世界史史料1』）

ドゥアケティという名のシレ（地名）の男が、ペピという名の息子に与えた教
訓の始まり。その時、彼は、その息子を王都でもっともすぐれた学校に、貴
族の子供たちと一緒に入学させるために、王都に向かって船で南へと行くと
ころだった。そして彼はペピに言った。「私は鞭

むち
で打たれる者を見た。お前は

その心を書物に向けるべきだ。労働者として人が連れ去られるのを見なさい。
書物に勝るものはない。それは水上の船だ。ケミイト（書記教育の教科書）の
終りを読みなさい。そこにはこの言葉がある。曰く、「書記は王宮のどんな地
位にあっても、そこで困

こん
窮
きゅう
することはない」。 （歴史学研究会編『世界史史料 1』）

を学ぶ前に
第I部

Bシュメール人による農作業の手順（前18世
紀～前17世紀）　古代メソポタミアの農民たち
はどのような負担を負っていたのだろうか。

A農作業をおこなう古代エジプトの農民た
ち（新王国時代の墓の壁

へき

画
が

）　農民たちはど
のような作業をおこなっているだろうか。
また、右端に大きく描かれている人物は何
をしているのだろうか。

Cエジプト・中王国時代の「ド
ゥアケティの教訓」（前19世紀後
半）と書記座像（古王国時代）

A・Bの資料からは、当時の
人々の生活について、どのよう
なことが読み取れるだろうか。

Cはどのような目的で書かれたのだろうか。また、
書記と呼ばれた人々はエジプトでどのような役割
を担
にな
い、ほかの職業と比較してその社会的な地位

はどのようなものであったと推測できるだろうか。

第Ⅰ部では、各地の古代文明や諸地域の歴史・特徴を個別に学んでいく。一方、
それらを別の視点から読み解くと、地域ごとに異なる点や事例をまたいで共通
する点も見出すことができる。その視点は、生

せい
業
ぎょう
、身分・階級、王権、宗教、文

化・思想など様々に考えられるだろう。ここではその一例として古代の西アジ
アに注目し、多様な身分・階級が生まれた背景やその役割、王権と宗教の関係
などについて考えてみよう。
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まとめ

①  古代国家の支配の仕組みは、それぞれの地域の経済や社会とどのような関わりがあったのだろうか。
いくつか取り上げて、その特徴を考えてみよう。

②  古代国家は、宗教や思想をどのように統治に利用したのだろうか。いくつか取り上げて、その特徴
やのちの時代への影響について考えてみよう。

まとめの問い

第I部

古代の社会と国家
　大

たい

河
が

の治
ち

水
すい

や灌
かん

漑
がい

のために強大な権力が必要とされたオリエントや東アジ
アでは、支配者の権威に多くの人々が服

ふく

従
じゅう

する垂直型の社会が特徴で、中央
集権的な領域国家が早くから育ち、そのなかから古代帝国が現れた。黄

こう

河
が

・
長
ちょう

江
こう

流域に生まれた秦
しん

・漢
かん

帝国も、農業生産と治水を指導する政治権力がつ
くり上げたもので、官僚制による整

せい

然
ぜん

とした国家制度が特徴である。他方、
大河や大平野のないギリシアでは、独立して農業を営む市民たちが都市国家
をつくった。市民たちが対等の立場でものごとを決める政治の伝統は、ギリ
シアからローマに引き継がれた。しかし、征服の拡大とともに都市国家とし
ての性格を変質させたローマ帝国は、地中海世界とその周辺を政治的に統合
し、のちのヨーロッパの母体となった。南アジアでは、カースト制度という
独自の階級制度にもとづいた古代帝国が出現した。

宗教と国家
　宗教の発展は、古代国家の支配体制と深くつながっていた。オリエントに
は多

た

神
しん

教
きょう

が生まれ、最高神の権威を利用した神
しん

権
けん

政治が支配の仕組みを支え
ていた。ギリシアでは、同じく多神教が信仰されながらも、政治を動かす主
人公は神々ではなく、あくまで市民たちであった。ローマは世界帝国になる
と、皇帝を神の一人として崇

すう

拝
はい

させた。パレスチナに誕生した一神教である
ユダヤ教は、のちにキリスト教を生みだし、キリスト教はローマ帝国を支え
る国家宗教に発展した。南アジアでは、バラモン教の世界観がのちのカース
ト制度の原型を形づくり、社会秩序の根本となった。ヒンドゥー教、ジャイ
ナ教、仏教もここから生まれた。仏教は南アジアでは衰

すい

退
たい

し、むしろ東アジ
アや東南アジアにおいて国家権力と結びついて興隆した。しかし、東アジア
の政治的秩序を支えたもっとも重要な思想的背景は、古代中国に生まれた儒

じゅ

教
きょう

である。その礼と徳の思想は、皇帝支配の論理として長く影響力を保ち、
華
か

夷
い

思想にもとづく国際秩序にも根拠を与えた。
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生徒用教材 教師用教材

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

「第〇部を学ぶ前に」では、テーマにそった
図版・文字資料の読みときをとおして、時代
を貫く視点や概念を考察します。
また、生徒がみずから問いを立てられるよう
に構成を工夫しています。

生徒の関心を高める各部のしかけ
各章の冒頭には、概観とそれを理解する
ためのヒントとして「視点」を設けました。

章の概観と「視点」

どこの地域のことを学習し
ているのかがわかりやすい
よう、本文ページに地域
を示すインデックスを新設
しました。

インデックスの新設

章冒頭の２次元コードから新設の
「教科書ポータルサイト」にアク
セスいただけます。「教科書ポー
タルサイト」では、Pマークを付し
た史資料の全体図や部分拡大、
追加の文字資料のほか、「基本用
語」の解説なども掲載しています。

「教科書ポータルサイト」
との連動

とくに重要な史料や、本文の
理解を深めることができる史料
などを掲載しています。
また、読みときのポイントを
「Q（問い）」で示しました。

史料を用いた探究活動

各節・小見出しの冒頭に、内
容や学習の目的を明確にする
ための「問い」を設けました。
解答例は『教師用指導書 授業   
実践編』に掲載しています。

問いの設置

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

教科書の知識確認と、問いへの取り組みが効率的に！

詳説世界史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予264 + 解答24ページ

詳説世界史 授業用整理ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予268 + 解答24ページ　・〈採用専売品〉

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

準拠ノート

予習・復習に適した構成 授業を想定したシンプルな構成

New!

New!

教科書ポータルサイト デジタルコンテンツ集

第Ⅰ～Ⅲ部の終わりには「まとめ」を設けました。
「まとめの問い」とあわせて、世界史の枠組み
やその展開を構造的に理解するための一助として
います。また、「教科書ポータルサイト」には「ま
とめの問い」の解答例や教科書＋αの問いも掲
載しました。

構造的に理解する「まとめ」
New!

New! New!

22 23※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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世探 081-902　
B5 判（257mm×182mm）　302 ページ

わかりやすい記述で基本をおさえ、資料で深める

要点をおさえた、わかりやすい教科書要点をおさえた、わかりやすい教科書

探究を深めやすい問いを中心とした構成探究を深めやすい問いを中心とした構成

資料読みときのスキルが身につく資料読みときのスキルが身につく

・『詳説世界史』の章立てに準拠しながら、ポイントを絞り、簡潔な内容・構成に仕上げました。
・生徒が自ら読んで理解できるよう、歴史の基本的な流れを、わかりやすい文章で記述しています。
・ふりがなを丁寧にふり、注も必要最低限におさえるなど、本文の読みやすさを第一に考えました。

生徒の興味が高まる
問いや資料で、主体的に

探究できる

資料から学ぶ体験が新鮮。
歴史が好きになりそう。

簡潔な内容なので、
幅広い生徒が対応できる

高校世界史 改訂版

特徴       01

特徴       02

特徴       03

・第Ⅰ〜Ⅲ部冒頭の「アプローチ」で、各部の歴史的な特徴や視点を大きくとらえることができます。
・章、節、図版、節末に問いを設定し、問いを主体とした展開のなかで「探究」の学習を進めることができます。

「教科書ポータルサイト」を新設しました「教科書ポータルサイト」を新設しました
・教科書の目次などにある 2 次元コードからアクセスできる学習用のサイトです。

詳しくは P.32 へ New!

・図版534点、地図118点、グラフ・図表66点、人物コラム83点を掲載しています。
・「探究しよう」を28点掲載。グラフ、図版、文字資料の読みときなど、様々なスキルが身につきます。
・資料を読みとく問いから発展的な問いまで、様々な問いを設定しています。 
・新設した「教科書ポータルサイト」にアクセスすることで、図版・史資料をより詳しく見ることができるようにしました。
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『高校世界史 改訂版』 ●図版（写真）534点●地図118点●グラフ・図表66点（グラフ25＋図28＋表13）●文字資料35点
［編者］木村靖二（東京大学名誉教授）　岸本美緒（お茶の水女子大学名誉教授）　小松久男（東京大学名誉教授）　橋場弦（東京大学教授）［著作者］
阿部幸信（中央大学教授）　池田嘉郎（東京大学教授）　勝田俊輔（東京大学教授）　島田竜登（東京大学准教授）　林佳世子（東京外国語大学名誉教
授）　村上衛（京都大学教授）　小豆畑和之（東京都立西高等学校教諭）　仮屋園巖（東京都立国立高等学校教諭）　宮本英征（玉川大学教授）　株式
会社 山川出版社（2026年3月現在）

資料を読みとくスキルが資料を読みとくスキルが
身につく「探究しよう」身につく「探究しよう」

 世界史の流れをつかむ 世界史の流れをつかむ
「○世紀の世界」「○世紀の世界」

探究を深める多様な問い探究を深める多様な問い
第Ⅰ～Ⅲ部の冒頭に、各部の学習の目的
を明確化する「第○部へのアプローチ」
を設けました。章冒頭には章全体の概観
とそれを理解するためのヒントとしての

「問い」、各節の冒頭や節末、図版などの
資料にも「問い」をつけています。

Point  

Point  

Point  

01

03

02

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
史

新
世
界
史

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

各章に１～２つの「探究しよう」を掲載し、本文の記述をさらに
深め、生徒の想像力や考察力を養うテーマを取り上げました。
発展的な問いについては、グループで意見交換し、興味・関心
を高めることができるよう工夫しました。

「準拠ノート」では、これらをワークシート形式で取り組むこと
ができます。

巻頭付録に「○世紀の世界」を掲載し、世界史
の大きな流れの把握ができるよう、同時代の地
図でそれぞれの時代の特徴を示しました。
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　第Ⅰ部では、オリエント文明などの古代文明の誕生から東アジアと中央ユーラシアをはじ
めとする諸地域ごとの歴史の様相や展開について取り扱う。
　その際、生業、身分、階級、王権、宗教、文化・思想などに着目して考察する。
　たとえば王権に着目すると、古代エジプトの王は神権政治をおこない、宗教的な儀式や祭
事を取りおこなった。中国の王は戦いを繰り返しながら、集権的な統治の仕組みを整えた。
ローマ皇帝は市民たちの支持を獲得する政策を積極的におこない、広大な領域の長期的な支
配を可能にした。アッバース朝の君主は、民族の別なくイスラーム教徒の平等を保障し、商
業活動を重視することで、国家の繁栄をもたらした。

諸地域の
歴史的特質の形成Ⅰ第　　　部

前7000頃 農耕・牧
ぼく

畜
ちく

の開始

前6000頃 黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

流域で農耕開始

前3000頃 エジプトに統一国家成立

前2700頃 メソポタミアに都市国家成立

前2600頃 インダス文明の成立

前1000頃 マヤ文明の成立

前8世紀頃 ギリシアでポリス成立

前334  アレクサンドロス大王の東方遠
えん

征
せい

開始

前317頃 マウリヤ朝成立

前221 秦
しん

の中国統一

前202 漢
かん

(前漢)建国

前27  アウグストゥス、元
げん

首
しゅ

政
せい

(帝政)開始

184 黄
こう

巾
きん

の乱

395 ローマ帝国の東西分
ぶん

裂
れつ

618 唐
とう

建国

622 ムハンマドのヒジュラ

750 アッバース朝成立

800 カール大帝戴
たい

冠
かん

962 神
しん

聖
せい

ローマ帝国成立

劉
りゅう

邦
ほう

即位　古代中国の農民の出身で
あったが、おおらかで人

じん

望
ぼう

が厚かった。
やがて漢(▶p.45)を建国したが、急激な
統一政策はひかえた。

ハールーン=アッラシード
即位　イスラーム教徒の平
等を確立したアッバース朝最
盛期のカリフ。バグダードの
繁
はん

栄
えい

をもたらした(▶p.81)。

ツタンカーメン王即
そく

位
い

古代エジプトの少年王。宗教改革がおこ
なわれた混乱期(▶p.32)に即位した。「王
家の谷」にある墓の副

ふく

葬
そう

品
ひん

がほぼ完全な
形で出土したことにより、広く知られる。

前1333
年頃

前202年

98年

トラヤヌス帝即位
ローマ帝国の五

ご

賢
けん

帝
てい

の 1人(▶p.74❺)。
みずから兵を率いて遠征を繰り返し
た。現在のルーマニアまで進出し、
ローマ帝国の最大領

りょう

域
いき

を実現した。

786年

5

10
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26 第Ⅰ部  諸地域の歴史的特質の形成

古代の諸地域において
活動した人々の特色をあげてみよう
資料は紀元前2600年頃のシュメールの古代都市ウル（現在のイラクにある）の遺

い

跡
せき

から出土した横
長の箱である。「スタンダード（Standard、旗

き

章
しょう

、軍
ぐん

旗
き

）」と呼ばれているが、その実際の用
よう

途
と

は
明らかになっていない。スタンダードには、様々な人物のモザイクがほどこされている。ここに描
かれた人々の特色から、古代の社会や暮らしについて考えてみよう。

▶p.31

第

Ⅰ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 右の場面は下

か

段
だん

から中段、上段へと時

間の流れを追っていくように構成され

ている。下段は四頭立ての四輪戦車が描かれている。

戦車を率いている動物は馬ではなく、半ロバ（オナ

ガー）である可能性が高い。左
ひだり

端
はし

の半ロバは並足だが、

右へ行くほど前足が上がっていることから、 1台の

戦車がしだいに速度を増していく様子とも考えられ

ている。中段には兵士たちが描かれている。左側の

兵士は冑
かぶと

をかぶりマントを身につけているが、右側

の兵士たちの身なりはどうであろうか。中段はどの

ような場面を描いているのだろう。上段の大きく描

かれた人物が中央で、右側からやってくる人物達を

待ち受けている。

右の場面は「戦争の場面」と結びつけて戦争

に勝利したあとの「祝
しゅく

宴
えん

の場面」と考えられ

てきたが、現在では宗教的な意味をもった場面とされ、「平

和の場面」や「饗
きょう

宴
えん

の場面」といわれる。下段では、穀
こく

物
もつ

を

入れた袋などが運ばれている。中段には牛やヤギ、羊
ひつじ

のほ

かに魚なども描かれている。右端の 2名の人物は、胸の前

で手を組む恭
きょう

順
じゅん

の仕
し

草
ぐさ

を示し行列を導いている。なぜ、こ

のような産物が運ばれているのだろう。上段には、ひとき

わ大きく描かれ立派な腰巻きを身につけている人物と向か

い合って座る 6人の男性が杯
さかずき

を手にしている。

平和の場面

資料3「平和の場面」

資料2「戦争の場面」　

戦争の場面

b

c

g

10

15

20

25
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第Ⅰ部へのアプローチ 27

Q1 人々はどのような仕事に従
じゅう

事
じ

し、どのような生活を送って
いたのだろうか。たとえば、
図ｂ・図ｆの人々はどのような
生活を営んでいるのか考えよ
う。ほかにも興味のある人物
をあげてみよう。

Q2 どのような身分の人がいるだ
ろうか。たとえば、図ｄ・図
ｇの人々はどのような身分だ
と考えられるだろうか。 2人
とは異なる身分だと思う人物
もあげてみよう。

Q3 図ｅは剃
てい

髪
はつ

した人物や楽
がく

師
し

、

男性歌手が描かれている。こ
のことから、資料 3は宗教的
な集まりであると考えられて
いる。人々は神に何を願い、
また、感謝したのだろうか。

Q4 図ａと図ｃの王は何をしてい
るのだろう。王にはどのよう
な役割があったのだろうか。

Q5 さらに調べたいことを問いに
してみよう。

図ｂa

e

f

図ｄ 図ｇ

図ｆ

図ｅ

図ａ 図ｃ

d

資料1 ウルのスタンダード
発見者であるイギリスの考古
学者レオナード=ウーリーの
説にしたがって「スタンダー
ド」と呼ばれている。
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28 第1章  文明の成立と古代文明の特質

文明の誕生
各地で始まった農耕と牧畜は、人々の暮らしをどのようにかえたのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　約 1万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温
おん

暖
だん

化
か

し、自然環
かん

境
きょう

が大きく変化したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適
てき

応
おう

していった。そのなかでもっとも

重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽
さい

培
ばい

とヤギ・

羊
ひつじ

・牛などの飼
し

育
いく

が始まったことであった。これが農耕 2・牧
ぼく

畜
ちく

の

開始である。これにより人類は積
せっ

極
きょく

的
てき

に自然環境を改変する能力を

身につけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・

採
さい

集
しゅう

を中心にした獲
かく

得
とく

経済から、農耕・牧畜による生産経済に移る

という重大な変
へん

革
かく

をとげたのである。その結果、人口は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に増

え、文明成立の基
き

礎
そ

が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集
しゅう

落
らく

に住み、織
おり

物
もの

や土
ど

器
き

3をつく

り、また石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器 1を用いた。新石器時代の始ま

りである。このような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッ

農耕と牧畜のはじまり

▶p.15

2 農耕をおこなう男女　牡
お

牛
うし

に犂
すき

を牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その後につづいて種をまく女性。前1200年頃のエジプトの壁
へき

画
が

。

1 磨製石器　砥
と

石
いし

を使って表面を磨
みが

いた石器。研
けん

磨
ま

の技術は新石器時代
の農耕開始とともに発達し、石斧・石
臼などが製作・使用された。

5

10

15

20

文明の成立と古代文明の特質
世界各地で、自然環境にもとづいて多様な古代文明が成立し、そのも
とでは王などの権力者を中心とする社会や文化も形成された。古代文
明において、王は人々にとってどのような存在であったのだろうか。

1第 章
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1 文明の誕生 29

パ・アフリカの各大陸に広がった。

　　　　　　　初期の農耕は雨
あま

水
みず

だけに頼り、また肥
ひ

料
りょう

を用いない

方法によっていたため、収
しゅう

穫
かく

が少なく、耕地もかえ

ていかなくてはならなかった。しかし、メソポタミア（ほぼ現在の

イラクにあたる）などの地域で灌
かん

漑
がい

農業❶が始まると食料の生産力

は高まり、余裕が生まれるにつれて貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大や仕事の分業化

が進んだ。こうして権力者が多くの人々を統一的に支配する国家と

いう仕組みが生まれた。ナイル川、ティグリス川・ユーフラテス川、

インダス川、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

の各流域をはじめとして世界各地に高度な

文明 4が誕
たん

生
じょう

し、やや遅れてアメリカ大陸にも独自の文明が形成さ

れた。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ

た。武器や工具などの金属器がつくられ、また多くの文明では政治

や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、

歴史時代に入っていった❷。

文明の成立

❶堤
てい

防
ぼう

や水路で川の流れをコント
ロールし（治

ち

水
すい

）、農作物をつくるた
めに水を引いて土地を潤

うるお

して耕作す
る農業のこと。

▶p.32 ▶p.30

▶p.35 ▶p.37

▶p.40

❷16世紀頃に始まる「世界の一体
化」(▶p.130)の以前にも、世界各地で
は言語や宗教を共通の基

き

盤
ばん

として、
独自の特

とく

徴
ちょう

をもつ文化的なまとまり
が形成されていた。本書では、こう
したまとまりを「東アジア世界」「地中
海世界」などの表現を用いて示して
いる。

 文明の誕生は人々の関
係をどのようにかえ

たのだろうか。

まとめ
1

4 おもな古代文明とその遺
い

跡
せき

3 彩
さい

文
もん

土器　表面に彩
さい

色
しき

文
もん

様
よう

をつけた土器を彩文
土器という。貯

ちょ

蔵
ぞう

やビール・ワインなどの酒
しゅ

器
き

とし
て用いられたが、模

も

様
よう

は左のような幾
き

何
か

学
がく

文
もん

から徐々
に右のように動物も描かれるようになっていった。

なぜ幾何学文だけでなく、動物も描かれるように
なったのだろうか。考えてみよう。

長

黄
河

りゅうざん
竜山
ぎょうしょう
仰韶

いんきょ
殷墟

江
ハラッパー

モエンジョ＝ダーロ

メンフィス

ナ

ル
イ

川

テーベ
ウル
バビロン
ニネヴェ

テオティワカン チチェン＝イツァ

アステカ文明

マチュ＝ピチュ
クスコ

インカ文明
イ　ン　ド  洋

洋

マヤ文明
エジプト文明

インダス文明

中国文明
メソポタミア文明

ユーフラテス川

コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川

ティグリス川ティグリス川

太 平 洋

大

西

洋大 西

エーゲ文明

赤道
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生徒用教材 教師用教材

各部の部扉では、各部の概観と学習の視点を示し、
次の「第○部へのアプローチ」と関連した年表や
図版を取り上げています。

各部の概観と学習の視点を示す「部扉」

節末の「問い」では、節のまとめや、さ
らに生徒に考えさせる発展的な内容
にしています。

「問い」を中心とした展開 ④

図版にも「問い」を付けて、本文の理
解を深めます。

「問い」を中心とした展開 ③

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

高校世界史基本用語問題集
ツインズ・マスター 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予156 + 解答16ページ

準拠教材

高校世界史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予246 + 解答24ページ

準拠ノート

第Ⅰ～Ⅲ部の冒頭に、各部の学習の目的を明確化
する「第○部へのアプローチ」を設けました。
各部を貫く視点の一例として、
第Ⅰ部では、王権や身分・階級
第Ⅱ部では、都市の発達や交易の拡大
第Ⅲ部では、交通の発達や人々の国際的な移動
について取り上げました。

生徒自身で問いを表現する
「第○部へのアプローチ」

『詳説世界史』の章立てに準拠
し、簡潔で読みやすい表現に
あらためました。

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

各章の冒頭には、内容の概観とそれ
を理解するためのヒントとなる「問
い」があります。

「問い」を中心とした展開 ①
各節の冒頭にも、内容や学習の目的を
明確にするための「問い」があります。

「問い」を中心とした展開 ②

章冒頭の２次元コードから新設の「教科書ポータルサイト」
にアクセスいただけます。「教科書ポータルサイト」では、
Pマークを付した史資料の全体図や部分拡大、追加の文
字資料のほか、「基本用語」の解説なども掲載しています。

「教科書ポータルサイト」との連動 New!
どこの地域のことを学習し
ているのかがわかりやすい
よう、本文ページに地域
を示すインデックスを新設
しました。

インデックスの新設 New!

準拠教材

重要用語を効率よく、繰り返し
学べる！

準拠ノート

歴史の流れと基本事項の習得、
問いへの取り組みが効率的に！

教科書ポータルサイト

授業実践編 B5判／2色／予388ページ

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

デジタルコンテンツ集

教師用指導書

授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

New! New!

26 27※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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　第Ⅰ部では、オリエント文明などの古代文明の誕生から東アジアと中央ユーラシアをはじ
めとする諸地域ごとの歴史の様相や展開について取り扱う。
　その際、生業、身分、階級、王権、宗教、文化・思想などに着目して考察する。
　たとえば王権に着目すると、古代エジプトの王は神権政治をおこない、宗教的な儀式や祭
事を取りおこなった。中国の王は戦いを繰り返しながら、集権的な統治の仕組みを整えた。
ローマ皇帝は市民たちの支持を獲得する政策を積極的におこない、広大な領域の長期的な支
配を可能にした。アッバース朝の君主は、民族の別なくイスラーム教徒の平等を保障し、商
業活動を重視することで、国家の繁栄をもたらした。

諸地域の
歴史的特質の形成Ⅰ第　　　部

前7000頃 農耕・牧
ぼく

畜
ちく

の開始

前6000頃 黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

流域で農耕開始

前3000頃 エジプトに統一国家成立

前2700頃 メソポタミアに都市国家成立

前2600頃 インダス文明の成立

前1000頃 マヤ文明の成立

前8世紀頃 ギリシアでポリス成立

前334  アレクサンドロス大王の東方遠
えん

征
せい

開始

前317頃 マウリヤ朝成立

前221 秦
しん

の中国統一

前202 漢
かん

(前漢)建国

前27  アウグストゥス、元
げん

首
しゅ

政
せい

(帝政)開始

184 黄
こう

巾
きん

の乱

395 ローマ帝国の東西分
ぶん

裂
れつ

618 唐
とう

建国

622 ムハンマドのヒジュラ

750 アッバース朝成立

800 カール大帝戴
たい

冠
かん

962 神
しん

聖
せい

ローマ帝国成立

劉
りゅう

邦
ほう

即位　古代中国の農民の出身で
あったが、おおらかで人

じん

望
ぼう

が厚かった。
やがて漢(▶p.45)を建国したが、急激な
統一政策はひかえた。

ハールーン=アッラシード
即位　イスラーム教徒の平
等を確立したアッバース朝最
盛期のカリフ。バグダードの
繁
はん

栄
えい

をもたらした(▶p.81)。

ツタンカーメン王即
そく

位
い

古代エジプトの少年王。宗教改革がおこ
なわれた混乱期(▶p.32)に即位した。「王
家の谷」にある墓の副

ふく

葬
そう

品
ひん

がほぼ完全な
形で出土したことにより、広く知られる。

前1333
年頃

前202年

98年

トラヤヌス帝即位
ローマ帝国の五

ご

賢
けん

帝
てい

の 1人(▶p.74❺)。
みずから兵を率いて遠征を繰り返し
た。現在のルーマニアまで進出し、
ローマ帝国の最大領

りょう

域
いき

を実現した。

786年

5

10
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26 第Ⅰ部  諸地域の歴史的特質の形成

古代の諸地域において
活動した人々の特色をあげてみよう
資料は紀元前2600年頃のシュメールの古代都市ウル（現在のイラクにある）の遺

い

跡
せき

から出土した横
長の箱である。「スタンダード（Standard、旗

き

章
しょう

、軍
ぐん

旗
き

）」と呼ばれているが、その実際の用
よう

途
と

は
明らかになっていない。スタンダードには、様々な人物のモザイクがほどこされている。ここに描
かれた人々の特色から、古代の社会や暮らしについて考えてみよう。

▶p.31

第

Ⅰ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 右の場面は下

か

段
だん

から中段、上段へと時

間の流れを追っていくように構成され

ている。下段は四頭立ての四輪戦車が描かれている。

戦車を率いている動物は馬ではなく、半ロバ（オナ

ガー）である可能性が高い。左
ひだり

端
はし

の半ロバは並足だが、

右へ行くほど前足が上がっていることから、 1台の

戦車がしだいに速度を増していく様子とも考えられ

ている。中段には兵士たちが描かれている。左側の

兵士は冑
かぶと

をかぶりマントを身につけているが、右側

の兵士たちの身なりはどうであろうか。中段はどの

ような場面を描いているのだろう。上段の大きく描

かれた人物が中央で、右側からやってくる人物達を

待ち受けている。

右の場面は「戦争の場面」と結びつけて戦争

に勝利したあとの「祝
しゅく

宴
えん

の場面」と考えられ

てきたが、現在では宗教的な意味をもった場面とされ、「平

和の場面」や「饗
きょう

宴
えん

の場面」といわれる。下段では、穀
こく

物
もつ

を

入れた袋などが運ばれている。中段には牛やヤギ、羊
ひつじ

のほ

かに魚なども描かれている。右端の 2名の人物は、胸の前

で手を組む恭
きょう

順
じゅん

の仕
し

草
ぐさ

を示し行列を導いている。なぜ、こ

のような産物が運ばれているのだろう。上段には、ひとき

わ大きく描かれ立派な腰巻きを身につけている人物と向か

い合って座る 6人の男性が杯
さかずき

を手にしている。

平和の場面

資料3「平和の場面」

資料2「戦争の場面」　

戦争の場面

b

c

g

10

15

20

25
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第Ⅰ部へのアプローチ 27

Q1 人々はどのような仕事に従
じゅう

事
じ

し、どのような生活を送って
いたのだろうか。たとえば、
図ｂ・図ｆの人々はどのような
生活を営んでいるのか考えよ
う。ほかにも興味のある人物
をあげてみよう。

Q2 どのような身分の人がいるだ
ろうか。たとえば、図ｄ・図
ｇの人々はどのような身分だ
と考えられるだろうか。 2人
とは異なる身分だと思う人物
もあげてみよう。

Q3 図ｅは剃
てい

髪
はつ

した人物や楽
がく

師
し

、

男性歌手が描かれている。こ
のことから、資料 3は宗教的
な集まりであると考えられて
いる。人々は神に何を願い、
また、感謝したのだろうか。

Q4 図ａと図ｃの王は何をしてい
るのだろう。王にはどのよう
な役割があったのだろうか。

Q5 さらに調べたいことを問いに
してみよう。

図ｂa

e

f

図ｄ 図ｇ

図ｆ

図ｅ

図ａ 図ｃ

d

資料1 ウルのスタンダード
発見者であるイギリスの考古
学者レオナード=ウーリーの
説にしたがって「スタンダー
ド」と呼ばれている。
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28 第1章  文明の成立と古代文明の特質

文明の誕生
各地で始まった農耕と牧畜は、人々の暮らしをどのようにかえたのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　約 1万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温
おん

暖
だん

化
か

し、自然環
かん

境
きょう

が大きく変化したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適
てき

応
おう

していった。そのなかでもっとも

重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽
さい

培
ばい

とヤギ・

羊
ひつじ

・牛などの飼
し

育
いく

が始まったことであった。これが農耕 2・牧
ぼく

畜
ちく

の

開始である。これにより人類は積
せっ

極
きょく

的
てき

に自然環境を改変する能力を

身につけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・

採
さい

集
しゅう

を中心にした獲
かく

得
とく

経済から、農耕・牧畜による生産経済に移る

という重大な変
へん

革
かく

をとげたのである。その結果、人口は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に増

え、文明成立の基
き

礎
そ

が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集
しゅう

落
らく

に住み、織
おり

物
もの

や土
ど

器
き

3をつく

り、また石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器 1を用いた。新石器時代の始ま

りである。このような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッ

農耕と牧畜のはじまり

▶p.15

2 農耕をおこなう男女　牡
お

牛
うし

に犂
すき

を牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その後につづいて種をまく女性。前1200年頃のエジプトの壁
へき

画
が

。

1 磨製石器　砥
と

石
いし

を使って表面を磨
みが

いた石器。研
けん

磨
ま

の技術は新石器時代
の農耕開始とともに発達し、石斧・石
臼などが製作・使用された。

5

10

15

20

文明の成立と古代文明の特質
世界各地で、自然環境にもとづいて多様な古代文明が成立し、そのも
とでは王などの権力者を中心とする社会や文化も形成された。古代文
明において、王は人々にとってどのような存在であったのだろうか。
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1 文明の誕生 29

パ・アフリカの各大陸に広がった。

　　　　　　　初期の農耕は雨
あま

水
みず

だけに頼り、また肥
ひ

料
りょう

を用いない

方法によっていたため、収
しゅう

穫
かく

が少なく、耕地もかえ

ていかなくてはならなかった。しかし、メソポタミア（ほぼ現在の

イラクにあたる）などの地域で灌
かん

漑
がい

農業❶が始まると食料の生産力

は高まり、余裕が生まれるにつれて貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大や仕事の分業化

が進んだ。こうして権力者が多くの人々を統一的に支配する国家と

いう仕組みが生まれた。ナイル川、ティグリス川・ユーフラテス川、

インダス川、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

の各流域をはじめとして世界各地に高度な

文明 4が誕
たん

生
じょう

し、やや遅れてアメリカ大陸にも独自の文明が形成さ

れた。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ

た。武器や工具などの金属器がつくられ、また多くの文明では政治

や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、

歴史時代に入っていった❷。

文明の成立

❶堤
てい

防
ぼう

や水路で川の流れをコント
ロールし（治

ち

水
すい

）、農作物をつくるた
めに水を引いて土地を潤

うるお

して耕作す
る農業のこと。

▶p.32 ▶p.30

▶p.35 ▶p.37

▶p.40

❷16世紀頃に始まる「世界の一体
化」(▶p.130)の以前にも、世界各地で
は言語や宗教を共通の基

き

盤
ばん

として、
独自の特

とく

徴
ちょう

をもつ文化的なまとまり
が形成されていた。本書では、こう
したまとまりを「東アジア世界」「地中
海世界」などの表現を用いて示して
いる。

 文明の誕生は人々の関
係をどのようにかえ

たのだろうか。

まとめ
1

4 おもな古代文明とその遺
い

跡
せき

3 彩
さい

文
もん

土器　表面に彩
さい

色
しき

文
もん

様
よう

をつけた土器を彩文
土器という。貯

ちょ

蔵
ぞう

やビール・ワインなどの酒
しゅ

器
き

とし
て用いられたが、模

も

様
よう

は左のような幾
き

何
か

学
がく

文
もん

から徐々
に右のように動物も描かれるようになっていった。

なぜ幾何学文だけでなく、動物も描かれるように
なったのだろうか。考えてみよう。

長

黄
河

りゅうざん
竜山
ぎょうしょう
仰韶

いんきょ
殷墟

江
ハラッパー

モエンジョ＝ダーロ

メンフィス

ナ

ル
イ

川

テーベ
ウル
バビロン
ニネヴェ

テオティワカン チチェン＝イツァ

アステカ文明

マチュ＝ピチュ
クスコ

インカ文明
イ　ン　ド  洋

洋

マヤ文明
エジプト文明

インダス文明

中国文明
メソポタミア文明

ユーフラテス川

コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川

ティグリス川ティグリス川

太 平 洋

大

西

洋大 西

エーゲ文明

赤道

5

10

15

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

西
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア・
東
ア
ジ
ア

日
本

028-041_09高校世界史(白)_第1部1章1-5節.indd   29 2025/03/24   13:19

生徒用教材 教師用教材

各部の部扉では、各部の概観と学習の視点を示し、
次の「第○部へのアプローチ」と関連した年表や
図版を取り上げています。

各部の概観と学習の視点を示す「部扉」

節末の「問い」では、節のまとめや、さ
らに生徒に考えさせる発展的な内容
にしています。

「問い」を中心とした展開 ④

図版にも「問い」を付けて、本文の理
解を深めます。

「問い」を中心とした展開 ③

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

高校世界史基本用語問題集
ツインズ・マスター 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予156 + 解答16ページ

準拠教材

高校世界史  ノート 改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予246 + 解答24ページ

準拠ノート

第Ⅰ～Ⅲ部の冒頭に、各部の学習の目的を明確化
する「第○部へのアプローチ」を設けました。
各部を貫く視点の一例として、
第Ⅰ部では、王権や身分・階級
第Ⅱ部では、都市の発達や交易の拡大
第Ⅲ部では、交通の発達や人々の国際的な移動
について取り上げました。

生徒自身で問いを表現する
「第○部へのアプローチ」

『詳説世界史』の章立てに準拠
し、簡潔で読みやすい表現に
あらためました。

予習・復習など、生徒の学習をサポート！

各章の冒頭には、内容の概観とそれ
を理解するためのヒントとなる「問
い」があります。

「問い」を中心とした展開 ①
各節の冒頭にも、内容や学習の目的を
明確にするための「問い」があります。

「問い」を中心とした展開 ②

章冒頭の２次元コードから新設の「教科書ポータルサイト」
にアクセスいただけます。「教科書ポータルサイト」では、
Pマークを付した史資料の全体図や部分拡大、追加の文
字資料のほか、「基本用語」の解説なども掲載しています。

「教科書ポータルサイト」との連動 New!
どこの地域のことを学習し
ているのかがわかりやすい
よう、本文ページに地域
を示すインデックスを新設
しました。

インデックスの新設 New!

準拠教材

重要用語を効率よく、繰り返し
学べる！

準拠ノート

歴史の流れと基本事項の習得、
問いへの取り組みが効率的に！

教科書ポータルサイト

授業実践編 B5判／2色／予388ページ

※教科書紙面の2次元コードより
　アクセスしてご利用いただけます。

デジタルコンテンツ集

教師用指導書

授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
教科書の紙面も用いて指導の要点をわかりやすく解説します。

New! New!

26 27※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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世探 081-903　
B5 変型判（230mm×174mm）410 ページ

考える歴史の時代に向けた新しい教科書

現代世界を知るための歴史的視座を養う現代世界を知るための歴史的視座を養う

「考える」「理解する」「追究する」を重視「考える」「理解する」「追究する」を重視

図版・地図・史資料を読みとく力をつける図版・地図・史資料を読みとく力をつける

難関校を受験する
生徒にはぜひ読ませたい

歴史的な思考力の正体が
わかった気がする

探究の理念に基づく
新しい教科書！

新世界史 改訂版

特徴       01

特徴       02

特徴       03

・歴史の流れがわかりやすい記述、できごとの歴史的背景が理解しやすい叙述につとめました。
・世界史を学ぶ上でキーとなる概念や、現代の諸問題の背景となる事項について、70 点を超える「コラム」を設けて、
 深掘りし、難関大学入試の論述対策にも使える詳しい解説をしています。

・約400の問いを用意し、歴史の大きな流れを構造的に意識できるよう工夫しています。生徒が自身で調べ、考え、発見する
 ことを通して、歴史的な考え方や課題の追究の仕方を学べるよう留意しました。

・「資料から考える」を設け、写真や地図、図表で読みとくスキルが身につくような発問も付しています。
・文字資料も30点ほど用意し、それぞれに問いを付し、読み解く視点を示しました。
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『新世界史 改訂版』 ●図版（写真）487点●地図141点●グラフ・図表26点(グラフ8＋図10＋表8)● 文字資料29点●2次元コード30点
［著作者］羽田正（東京大学名誉教授）　岸本美緒（お茶の水女子大学名誉教授）　久保文明（東京大学名誉教授・防衛大学校長）　南川高志（京都大
学名誉教授・佛教大学特任教授）　小田中直樹（東北大学教授）　勝田俊輔（東京大学教授）　千葉敏之（東京外国語大学教授）　丹羽敬（元愛知県立
明和高等学校教諭）　小川正樹（函館ラ・サール高等学校教頭）　加藤修治（武蔵高等学校教諭）　岸本次司（元鳥取県立鳥取西高等学校教諭）　岡本
聡 （白陵高等学校教諭）　株式会社 山川出版社（2026年3月現在）

興味・関心の深掘りに役立つ「２次元コード」興味・関心の深掘りに役立つ「２次元コード」

現代世界にかかわる問題としてとらえる「コラム」現代世界にかかわる問題としてとらえる「コラム」

資料読みときのスキルが身につく「資料から考える」資料読みときのスキルが身につく「資料から考える」

「2次元コード」では、より深い理解に役立つ動画や、資料の細部を確認するための拡大画像などをみら
れるようにしています。

70点超の歴史を深掘りする「コラム」で
は、歴史の理解に必要と思われるテーマを
取り上げています。それを現代世界にかかわ
る問題としてとらえ、詳しく説明しています。

「資料から考える」では、スポットライ
トを当てたい地図・図版・図表に「問
い」を付し、読みとく視点を示し、資
料を読みとく技能が習熟するように
しました。
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第　　　　章 西アジアの帝国と古代ギリシア

❶  西アジアに大帝国を建設したアカイメネス朝は、どのように統治し、後世にい
かなる影響を与えたのだろう。

❷  ギリシアのポリス社会では、どのように政治・経済・文化が発展していっただ
ろうか。

❸  ヘレニズム時代の政治や文化について、それ以前のギリシアの政治や文化とど
のような違いがあると考えられるだろう。
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　多くの民族が興
こう

亡
ぼう

した西アジアでは、周辺民族を服従させる帝国が出現
した。しかし、帝国の統

とう

治
ち

には、絶対的な王の権力や強力な軍事力だけで
はなく、様々な工夫が必要であった。アカイメネス朝は整備された組織、
交通路などによりインダス川からエーゲ海におよぶ史上例のない巨大帝国
を出現させた。一方、エーゲ海周辺ではギリシア人の移動と定着の結果、
ポリスと呼ばれる都市国家が形成された。また、ギリシア人は植民活動や
交
こう

易
えき

を通じて地中海周辺諸地域と交流し、高度な文化を発展させた。ぺロ
ポネソス戦争以降ポリス社会が変質するなかで、アレクサンドロス大王に
より空前の大帝国が建設され、ギリシアの文化と西アジアの文化が融

ゆう

合
ごう

し、
新しい文化が生み出された。
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資料からの問い

❶ 資料からローマ人が生み出した文化
が何かをさがし出し、その特徴やロー
マ人の考えを読み取ってみよう。

❷ ローマ帝国の支配は被征服地にどの
ような影響をもたらしただろうか。属
州となっていた諸地域がローマ帝国
衰
すい

退
たい

後どうなったか、整理してみよう。
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議
員で歴史家のタキトゥ
スが 1世紀末に公刊
した作品『アグリコラ』
には、帝国の属

ぞく

州
しゅう

とな
ったブリテン島での属
州総

そう

督
とく

アグリコラの活
躍が記されている。イ
タリアから遠く離れた
領土でのローマ人の活
動をみてみよう。

この地方の人々は、てんでに散らばって住み、粗野な生活を営んでいるた
めにすぐ手軽に戦争を起す気持ちになる。こうした民族を快適な生活を通
じて、平和と憩

いこ

いになじませようと、あるいは個人的に説得しあるいは公
的に援助したりして、神殿や市場や家を建てさせた。・・・酋

しゅう

長
ちょう

の子弟に教
養学科を学ばせ、資性に磨きをかけさせた。・・・その結果、いままでロー
マ人の言葉・ラテン語を拒否していた人まで、ローマの雄弁術を熱心に学
び始めた。こんな風にしてローマの服装すら尊重されるようになり市民服
が流行した。そして次第に横道にそれだし悪徳へと人を誘うもの、たとえ
ば逍

しょう

遥
よう

柱
ちゅう

廊
ろう

、浴場、優雅な饗
きょう

宴
えん

に耽
ふけ

った。これを何も知らない原住民は、
文明開化と呼んでいたが、じつは奴

ど

隷
れい

化を示す一つの特色でしかなかった。
 （タキトゥス〈国原吉之助訳〉『ゲルマニア アグリコラ』）

教師用教材
『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
指導の要点をわかりやすく解説します。

デジタルコンテンツ集

各章の章扉には、章の内容の導入文とともに、
その章の内容を問題意識をもって読み進めていく
ため「問い」があります。

“何を学ぶか” “何に注目すべきか”が
わかる章扉の「問い」

生徒用教材

新世界史チェック＆チャレンジ
改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予168 + 解答32ページ

準拠教材
基礎用語の習得
様々な形式の問題演習に挑戦

各部の部扉では、各部の概観と学習の
視点を、地図・図版・資料・写真・年
表を用いて示しています。

資料を読みとき、考える「部扉」

本文では、各所に着眼点となる「問
い」を示しています。「相違点を整
理してみよう」「原因は何だろう」な
ど、考察の方向性も示し、「思考を
うながす問い」になっています。

着眼点となる「問い」

各「問い」の解答例は
「教師用指導書 授業実践編」
に掲載しています。

固有名詞を書き連ねたできごとの羅列ではなく……
・できごとの歴史的背景や影響が理解できる
・現代世界がどのように成り立ってきたのかを　　   
　考察させる
といったことを意識して叙述されています。

歴史の背景や影響に踏み込んだ叙述

各章末には、生徒が主体的に学習
に取り組んだり、現代社会に結び
つけて考察するこができる「章末
の問い」を設けています。

「章末の問い」

New!

30 31※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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第　　　　章 西アジアの帝国と古代ギリシア

❶  西アジアに大帝国を建設したアカイメネス朝は、どのように統治し、後世にい
かなる影響を与えたのだろう。

❷  ギリシアのポリス社会では、どのように政治・経済・文化が発展していっただ
ろうか。

❸  ヘレニズム時代の政治や文化について、それ以前のギリシアの政治や文化とど
のような違いがあると考えられるだろう。
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交通路などによりインダス川からエーゲ海におよぶ史上例のない巨大帝国
を出現させた。一方、エーゲ海周辺ではギリシア人の移動と定着の結果、
ポリスと呼ばれる都市国家が形成された。また、ギリシア人は植民活動や
交
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を通じて地中海周辺諸地域と交流し、高度な文化を発展させた。ぺロ
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新しい文化が生み出された。
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❶ 資料からローマ人が生み出した文化
が何かをさがし出し、その特徴やロー
マ人の考えを読み取ってみよう。
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タリアから遠く離れた
領土でのローマ人の活
動をみてみよう。

この地方の人々は、てんでに散らばって住み、粗野な生活を営んでいるた
めにすぐ手軽に戦争を起す気持ちになる。こうした民族を快適な生活を通
じて、平和と憩

いこ

いになじませようと、あるいは個人的に説得しあるいは公
的に援助したりして、神殿や市場や家を建てさせた。・・・酋

しゅう

長
ちょう

の子弟に教
養学科を学ばせ、資性に磨きをかけさせた。・・・その結果、いままでロー
マ人の言葉・ラテン語を拒否していた人まで、ローマの雄弁術を熱心に学
び始めた。こんな風にしてローマの服装すら尊重されるようになり市民服
が流行した。そして次第に横道にそれだし悪徳へと人を誘うもの、たとえ
ば逍

しょう

遥
よう

柱
ちゅう

廊
ろう

、浴場、優雅な饗
きょう

宴
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に耽
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った。これを何も知らない原住民は、
文明開化と呼んでいたが、じつは奴

ど

隷
れい

化を示す一つの特色でしかなかった。
 （タキトゥス〈国原吉之助訳〉『ゲルマニア アグリコラ』）

教師用教材
『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の3冊分のデータを収録！
授業の質と効率を高める、様々なデータがご利用可能です。
⇒詳細は P.38 の表をご覧ください。

『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』に共通して対応。
教科書に記述されている歴史事象やその背景、
史料・図版の見方などについて、詳しく解説します。

研究編 B5判／1色／予480ページ
教師用指導書

授業実践編 B5判／2色／予388ページ
授業のねらいや学習の目標など、指導の指針となる情報が
盛り込まれています。
指導の要点をわかりやすく解説します。

デジタルコンテンツ集

各章の章扉には、章の内容の導入文とともに、
その章の内容を問題意識をもって読み進めていく
ため「問い」があります。

“何を学ぶか” “何に注目すべきか”が
わかる章扉の「問い」

生徒用教材

新世界史チェック＆チャレンジ
改訂版
・価格未定／B5判／2色刷
・予168 + 解答32ページ

準拠教材
基礎用語の習得
様々な形式の問題演習に挑戦

各部の部扉では、各部の概観と学習の
視点を、地図・図版・資料・写真・年
表を用いて示しています。

資料を読みとき、考える「部扉」

本文では、各所に着眼点となる「問
い」を示しています。「相違点を整
理してみよう」「原因は何だろう」な
ど、考察の方向性も示し、「思考を
うながす問い」になっています。

着眼点となる「問い」

各「問い」の解答例は
「教師用指導書 授業実践編」
に掲載しています。

固有名詞を書き連ねたできごとの羅列ではなく……
・できごとの歴史的背景や影響が理解できる
・現代世界がどのように成り立ってきたのかを　　   
　考察させる
といったことを意識して叙述されています。

歴史の背景や影響に踏み込んだ叙述

各章末には、生徒が主体的に学習
に取り組んだり、現代社会に結び
つけて考察するこができる「章末
の問い」を設けています。

「章末の問い」

New!

30 31※改訂版は編集中のため、画像は一部現行版のものです。
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改訂版のご案内

詳説日本史 高校日本史

高校世界史詳説世界史

日本史探究・世界史探究それぞれの教科書および、関連教材を改訂しました。
おもなポイントを紹介します。

32

高校世界史

高校世界史

高校日本史

高校日本史

詳説世界史

詳説世界史

詳説日本史

詳説日本史

「教科書ポータルサイト」を新設

教科書紙面の２次元コードからWebサイトへ遷移し、教科書ごとに対応したコンテンツが
ご利用いただけます。

QR

学習に役立つ資料や動画、図版を参照することができます。

「基本用語」を中心に解説しています。

教科書掲載の史料の現代語訳が確認できます。

地域ごとの流れをまとめた年表を確認できます。

重要年代を事項とともに確認できます。

学習に役立つ史料や図版を参照することができます。

章をまたいだ視野の「問い」と解答例を確認できます。
※『詳説世界史』のみ
重要年代を事項とともに確認できます。
※『高校世界史』のみ

歴史資料

基本用語解説

史料の現代語訳

地域別年表

重要年代チェック

歴史資料

まとめの問い

重要年代チェック

New!

授業の予習・復習など
生徒の学習をサポート！



33

高校日本史詳説日本史

荘園に関連する記述を全面的に見直し

「古代」（第4章3節）から「中世」（第5章1節・2節）にかけての荘園に関連する記述を手厚くすることで、
荘園の形成過程や展開（流れ）を理解しやすくなるよう改訂しました。

●院政期より前と院政期以降とで、荘園の形成過程が異なることがわかるような記述に変更しました。荘
園が形成される背景や理由などを詳しく解説しつつ、下（開発者側）からの寄進だけではなく、上（権
力者側）からの働きかけとの相互作用で荘園が設立されていったことを説明しています。

●今まで使用してきた「寄進地系荘園」という用語では、荘園の成立過程の実態を十分にとらえきれない
ため、使用をやめました。これとあわせて、以前から「寄進地系荘園」の説明に使われてきた「鹿子木
荘事書」の史料を削除しました。

●「開発領主」という用語は、当時の用語ではなく、近年の研究で当時の状況の説明に用いるのは適切で
はないと指摘されるようになったため、使用をやめました。代わりに、当時の用語である「私領主」に
改めました。

●荘園が広がりをみせるなかで、受領あるいは朝廷にとって重要な財源となる「一国平均役」という用
語および説明を追加し、時期によって性格が異なる（段階差があった）ことも示しました。〈『詳説日本史　
改訂版』のみ〉

●図版「荘園の絵図」（神護寺領紀伊国桛田荘＝荘園成立は古代、絵図の成立は中世）は、院政期以降（中
世）の荘園の特徴を示していることから、古代から中世へ移しました。

●従来は「預所」を荘官の一つとして記述していましたが、「預所」は本所のもとで荘園の経営に当たって
いたものを指すため（領家が預所と呼ばれる場合もある）、下司や公文などの荘官とは区別しました。

本文記述の詳細は、『詳説日本史　改訂版』P.71～72・76～80、『高校日本史　改訂版』P.55・58〜60をご覧ください。
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New!
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高校世界史

詳説世界史

詳説世界史

世界史の全体像がよりわかりやすい紙面へ

より見やすく、よりわかりやすく

●同時代の関係性や因果関係など、「ヨコ」のつながりがよりわかりやすくなるように、記述を全面的に
見直しました。

同時代の諸地域間のつながりを明示

地域を示すインデックスを追加
●どの地域を学習しているか一
目でわかるようにしました。

概念図や表を追加
●学習内容をより見やすく、
わかりやすくしました。

●第Ⅰ部・第Ⅱ部の扉ページには、諸地域間のつながりや流れを整理した関係図を新設し、視覚的にも
世界史の全体像が把握できるようにしました。

New!

New!



●これまでは、ご採用の教科書のデジタルコンテンツのみをご利用いただける仕様でし
たが、今回の改訂にともない、科目ごとのまとまりで、複数の教科書のデジタルコンテ
ンツをセットにいたしました。

●ご採用の教科書に加え、同科目の他の教科書のコンテンツもご利用いただくことがで
き、授業の幅を広げることが可能です。

新世界史
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●考える視点や方向性を、より具体化した設問の仕方に修正しました。

●全体で44個の注を追加しています。

●おもに現代史部分の記述を追加・修正しました。

学習効果を意識した細部の見直し

「デジタルコンテンツ集」を科目ごとにパッケージ化

設問の意図をわかりやすく

理解を深めるための注を多数追加

最新のできごとを反映し内容を更新

※それぞれのコンテンツ詳細は、Ｐ.38の表をご覧ください。
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高校日本史詳説日本史

新世界史高校世界史詳説世界史

・価格未定
・「デジタルコンテンツ集」
は指導書扱いです。

New!

日本史探究 
デジタル

コンテンツ集
（教科書 2 点に共通）

世界史探究 
デジタル

コンテンツ集
（教科書 3 点に共通）



日本史探究　教材早見表

教
科
書

指
導
書

準
拠
教
材

➡p.16
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➡p.35・38

各教材の詳細は別冊の『補助教材目録』をご覧ください。

➡p.12

高校日本史
改訂版

（日探081-902）

高校日本史
改訂版

教師用指導書
授業実践編

詳説日本史
改訂版

（日探081-901）

高校日本史
基本用語問題集

ツインズ・マスター
改訂版

高校日本史
改訂版
ノート

詳説日本史
改訂版

教師用指導書
授業実践編

日本史探究
教師用指導書
研究編 改訂版

（教科書2点に共通）

日本史探究 
デジタル

コンテンツ集
（教科書2点に共通）

詳説日本史
授業用整理

ノート
改訂版

書きこみ教科書
詳説日本史

改訂版

詳説日本史
改訂版
ノート

山川 詳説日本史
図録 第10版

詳説日本史
10分間テスト

改訂版

詳説日本史
スタンダード

テスト
改訂版

日本史
総合テスト

改訂版

採用専売品

指
導
書
扱
い
に
つ
き
、
教
科
書
取
扱
い

書
店
に
ご
発
注
く
だ
さ
い
。



世界史探究　教材早見表
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※注）指導書・準拠教材の改訂版は、『詳説日本史／世界史図録』を除いて、現在編集中にな
ります。準拠教材は、別冊の『補助教材目録』に掲載の現行版をご参考にご検討ください。

各教材の詳細は別冊の『補助教材目録』をご覧ください。

➡p.28

新世界史
チェック＆チャレンジ

改訂版

高校世界史
基本用語問題集

ツインズ・マスター
改訂版

高校世界史
改訂版
ノート

世界史探究
教師用指導書
研究編 改訂版

（教科書3点に共通）

詳説世界史
改訂版

教師用指導書
授業実践編

高校世界史
改訂版

教師用指導書
授業実践編

新世界史
改訂版

教師用指導書
授業実践編

新世界史
改訂版

（世探081-903）
➡p.24

高校世界史
改訂版

（世探081-902）
➡p.20

詳説世界史
改訂版

（世探081-901）

世界史探究 
デジタル

コンテンツ集
（教科書3点に共通）

詳説世界史
授業用整理

ノート
改訂版

書きこみ教科書
詳説世界史

改訂版

詳説世界史
改訂版
ノート

山川 詳説世界史
図録 第5版

流れ図で攻略
詳説世界史

詳説世界史
スタンダード

テスト
改訂版

詳説世界史
10分間テスト

改訂版

世界史
総合テスト

改訂版

採用専売品

➡p.35・38
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デジタルコンテンツ集
デジタルコンテンツを日本史探究、世界史探究それぞれの
科目ごとのまとまりでパッケージ化しました。
ご採用の教科書だけでなく、同科目内の他の教科書の
デジタルコンテンツもあわせてご利用になれます。

日本史探究は『詳説日本史』『高校日本史』、世界史探究は『詳説世界史』『高校世界史』『新世界史』の
対応コンテンツを収録しています。
科目ごとのまとまりで、採用していない教科書のものも含め、すべてのコンテンツをご利用いただけます。

日本史探究
デジタルコンテンツ集

世界史探究
デジタルコンテンツ集

コンテンツ名 ファイル形式 詳説日本史 高校日本史 詳説世界史 高校世界史 新世界史

❶教科書紙面 PDF ● ● ● ● ●

❷指導書紙面 PDF ● ● ● ● ●

❸教科書 本文テキスト txt ● ● ● ● ●

❹教科書掲載地図・図表
（カラー） PNG ● ● ● ● ●

❺教科書掲載地図・図表
（モノクロ文字あり／文字なし） PNG ● ● ● ● ●

❻教科書掲載問い・解答例一覧 Excel ● ● ● ● ●

❼レイヤー切り替え地図 PDF ● ● ● ● ●

❽白地図 PNG ● ● ● ● ●

❾授業用スライド PowerPoint 
Googleスライド ● ● ● ● ●

�準拠ノート対応スライド PowerPoint 
Googleスライド ● ● ● ●

�準拠ノート紙面
（解答あり／なし） PDF ● ● ● ● ●

�準拠ノートテキスト Word ● ● ● ● ●

�定期テスト問題
（知識・技能、思考・判断・表現 対応） Word ● ● ● ● ●

�自己評価・振り返りシート
（主体的に学習に取り組む態度 対応） Excel ● ● ● ● ●

�大学入学共通テスト過去問題
（試作問題～2027年度） PDF ● ● ● ● ●

�年間指導計画表・評価規準例 Excel ● ● ● ● ●

�各国別書きこみ年表＆地図 PDF
Word ● ● ●

※これらのコンテンツは制作中のため内容・仕様は変更になる可能性があります。

「デジタルコンテンツ集」は
教科書取扱店にてご発注ください。
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・�指導者用デジタル教科書は教師用指導書とのセット販売のみとなります。
　（指導者用デジタル教科書単体での販売はいたしません）。
・�歴史総合は［クラウド版］のみ、日本史探究／世界史探究も改訂版より［クラウド版］のみでの販売

となります。

指導者用デジタル教科書　独自機能
●地図・グラフアプリ
アプリアイコンがついている地図・グラフは、凡例や
データ系列ごとに表示／非表示の切り替えができます。
●Q＆Aアプリ
発問部分をクリック／タッチすることで問いに対する
解答例のスライドが表示できます。

地図・グラフアプリ

指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

歴史総合／日本史探究／世界史探究

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

提供方法 〈歴史総合〉クラウド版
〈日本史探究〉クラウド版
〈世界史探究〉クラウド版

使用期間 教科書ご利用期間内 教科書ご利用期間内

クラウド版
ライセンス形式

学校内フリーライセンス 1ユーザー1ライセンス

利用者端末
動作保証環境

●iPad OS　ブラウザ：Safari 
●Chrome OS　ブラウザ：Google Chrome
●Windows 11　ブラウザ：Microsoft Edge・Google Chrome
※iPad OS・Google Chrome OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。

基盤システム みらいスクールプラットフォーム

デジタル教科書　商品概要

検索 用語を入力して掲載ページを検
索・移動します。 道具

タイマー、ふせん、ポインター、
リンク貼り付けなどが使用できま
す。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更で
きます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み

込みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。
スタンプは初期登録の素材の他、画像
データを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替や、紙面上の
クリックポイントの表示などの設
定ができます。

消す
消しゴムでの部分消去や全消去、

「元に戻す／やり直す」操作ができ
ます。

ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連
コンテンツ、「教科書ポータルサイト」へとリンクします。※オンライン環境が必要です。

指導者用／学習者用　共通機能
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「デジタル教科書」は教科書取扱店にてご発注ください。
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先生方の教材活用例
教科書を軸に多彩な教材を使いこなす、
先生方の活用事例の一部を紹介します。

観点別評価の材料として
Googleフォームを活用

「デジタルコンテンツ集」
で授業準備の質と効率をアップ

「デジタルコンテンツ集」収録の「授業用スライド」には、
教科書の単元に沿った説明内容があらかじめ用意され
ているので、授業準備の負担を大幅に軽減できています。
授業中の板書の時間もほぼなくなり、授業の進度も早く
なりました。そのスライドに対応する生徒用のプリント
データも用意されており、セットで活用することで、授
業が成り立つ設計になっている点も助かっています。
また、「デジタルコンテンツ集」には、「教科書掲載の
地図・図表」も収録されていて、「授業用スライド」や
プリント、テスト問題をカスタマイズする際に活用してい
ます。

予習に「準拠ノート」を活用し
授業では思考に時間を使う

次回授業の学習単元を、「準拠ノート」で予習させてい
ます。生徒は教科書を読みながら、自力で穴埋めし、
大まかな時代の流れや用語など、知識的な要素をつか
んだ上で、授業に臨むことができます。授業での知識
的な確認をある程度省けるため、スピードアップにつな
がり、資料の読みときや、歴史に対する能動的な思考
に、時間をあてられるようになりました。また、「問い」
に対しても、深く考えることができていると感じます。

「指導事例」の記事で
他校での取り組みを参照

「山川＆二宮 ICT ライブラリ」には、豊富な写真や地
図、図表だけでなく、様々な「指導事例」の記事が用
意されています。私立学校に勤務しているため異動がな
く、なかなか他校での取り組みを知る機会がありません
でしたが、「山川＆二宮 ICT ライブラリ」で続々と公開
されている「指導事例」の記事を参照することで、手軽
に他校の事例を知ることができるようになりました。事
例を参考に、授業づくりの改善につなげています。

授業中に机間巡回をしても、生徒の成果物を詳細に把
握することは困難で、観点別評価をどのようにするか
が課題でした。毎回プリントを回収してチェックするの
では膨大な時間と手間がかかり、生徒に返却するのも
大変です。そこで、補助教材の「10分間テスト」や「一
問一答」の採用特典となっている Googleフォーム形
式の問題を利用して、生徒の成果物を収集することに
しました。自動で採点・集計されたデータが手元に蓄
積されるので、時間と手間が大幅に削減され、あとか
ら見直して成績に反映する際の根拠も明確になりまし
た。普段の課題提出に活用することで、業務の効率化
と評価の公平化を両立しています。

定期テストに史資料の
読みとり問題を出題

定期テストの作問にあたっては、資料を参照させつつ、
具体的な用語や事実に対する理解、歴史的思考を問う
ものにしたいと考えています。授業で取り上げなかった
教科書の資料を出題することもあります。山川出版社
の教科書には、豊富な史資料にあわせて大小様々な形
式の「問い」が用意されているので、それを作問時の
参考にしています。指導書『授業実践編』には、それ
ぞれの「問い」に対する「ヒント・模範解答」が記さ
れていることも助かっています。

入試までに教科書を
3回読むように指導

大学入試対策として、山川出版社の「教科書」「用語集」
「図録」を3点セットで生徒に持たせています。とくに、
教科書の本文は 3 回読むように指導し、単なる用語の
丸暗記ではなく、記述の流れや表現されている因果関
係を理解するように伝えています。教科書を読むための
手段のひとつとして、年度によっては「書きこみ教科書」
を活用することもあります。教科書の本文と同じ文章で
穴埋め問題が用意されているため、問題を解きながら自
然と教科書の文章を読ませることができます。
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歴史総合の受験対策
探究とあわせておすすめする補助教材 

知識の確認・整理

・多彩な問題形式を用意！

定価990円　B5判
本文128ページ
978-4-634-05801-9

歴史総合問題集

・整理と演習のオールインワン型問題集

定価1,100円　B5判
本文184ページ
978-4-634-05823-1

サクセスガイド
歴史総合
まとめ・演習・資料読解

実践的問題集

課
題
解
決
の
ご
提
案

詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

ご
案
内

詳
説
世
界
史

高
校
世
界
史

新
世
界
史

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

・時系列順に知識を整理！

定価440円　AB判
本文40ページ

〈採用専売品〉

地図＆
年表で整理
歴史総合

・重要用語をチェック！

定価726円　B5判
本文80ページ
978-4-634-05822-4

歴史総合
要点チェック
改訂版

・ アプリに 3500 問収録！

定価1,650円　四六判
本文144ページ
978-4-634-05813-2

スマホで
まるっと攻略
歴史総合

・知識整理＆確認問題

定価825円　A5判
本文92ページ
978-4-634-05814-9

20 日完成
スピードマスター
歴史総合問題集

・世界史分野を重点カバー！

定価500円　B5判
本文36ページ

〈採用専売品〉

短期集中
歴史総合
総仕上げ
日本史探究履修者向け

定価各1,100円　各B5判　本文：日本史152・世界史144ページ
日本史：978-4-634-01235-6・世界史978-4-634-03235-4

定価各1,045円（予定）　各A5判　本文各164ページ（予定）
日本史：978-4-634-01245-5・世界史：978-4-634-03238-5

定価各1,485円（予定）　各B5判　本文：各ページ数未定
日本史：978-4-634-01246-2・世界史978-4-634-03241-5

大学入学共通テストへの道
歴史総合，日本史探究／世界史探究
2027-28年用（6月刊行予定）

大学入学共通テスト
歴史総合，日本史探究／世界史探究
トレーニング問題集

大学入学共通テスト対策

38 テーマ完成 スピードマスター
歴史総合＋日本史／世界史問題集

New!

各教材の詳細は別冊の『補助教材目録』をご覧ください。



教科書
改訂のポイント

●「世界史探究 デジタルコンテンツ集」

教科書掲載の地図・図表や授業用スライドなどの指導支援コンテンツを提供。　【指導書扱い】

●「日本史探究 デジタルコンテンツ集」　

荘園に関連する記述を全面的に見直し

より見やすく、わかりやすい紙面にリニューアル

学習効果を意識した細部の見直し

生徒の学習をサポートする
「教科書ポータルサイト」を新設

改訂版で教科書は
ここがかわる！

「デジタルコンテンツ集」を科目ごとに
 パッケージ化

教科書の単元にあわせて
知識の整理と定着に

令和9（2027）年度改訂版のポイント

新世界史

詳説日本史 高校日本史

高校世界史 新世界史詳説世界史

詳説日本史 高校日本史

高校世界史詳説世界史

より使いやすい
教科書へ

詳細は P.33へ

詳細は P.32へ

詳細は P.35・38へ

New!
このパンフレット

P32〜35・38を参照

詳説日本史 高校日本史 高校世界史詳説世界史
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